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序文

財団法人千葉県教育振興財団(文化財センター)は、埋蔵文化財

の調査研究、文化財保護思想のj函養と普及などを主な目的として昭

和49年に設立され、以来、数多くの遺跡の発掘調査を実施し、その

結果として多数の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび、千葉県教育振興財団調査報告書第596集として、独立行

政法人都市再生機構の流山新市街地地区土地区画整理事業に伴って

実施した流山市西初石五丁目遺跡、の発掘調査報告書を刊行する運び

となりました。

この調査では、古墳時代前期の集落跡が発見されており、この地

域の歴史を知る上で多くの貴重な成果が得られております。

刊行に当たり、本書が学術資料として、また埋蔵文化財の保護に

対する理解を深めるための資料として広く活用されることを願って

おります。

終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただきました地元の方々

を始めとする関係の皆様や関係機関、また、発掘から整理までご苦

労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成20年2月

財団法人千葉県教育振興財団

理事長福島義弘



凡例

1 本書は、独立行政法人都市再生機構による流山新市街地地区土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財の発

掘調査報告書である。

2 本書に収録した遺跡は、千葉県流山市西初石五丁目59-1ほかに所在する西初石五丁目遺跡(遺跡コー

ド220-045)である。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は、独立行政法人都市再生機構の委託を受け、財団法人千葉県教

育振興財団が実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当者及び実施期間は本文中に記載した。

5 本書の執筆は栗田則久・木島桂子、編集は栗田則久が担当した。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで、千葉県教育庁教育振興部文化財謀、独立行政法人都市再生機

構及び流山市教育委員会の御指導、御協力を得た。

7 本書で使用した地形図は以下のとおりである。

第3図 国土地理院発行 1/25，000地形図「流山J(N1-54 -25 -1-2) 

8 周辺航空写真は、京葉測量株式会社による昭和48年撮影のものを使用した。

9 本書で使用した図面の方位は、すべて座標北であり、測量値は日本測地系による。
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第1節調査の概要

1 調査の経緯と経過

第 1章はじめに

独立行政法人都市再生機構は、常磐新線(つくばエクスプレス)に関連して、流山新市街地地区土地区

画整理事業を計画した。実施にあたって、独立行政法人都市再生機構から用地内の「埋蔵文化財の所在の

有無及びその取り扱いについて」の照会文書が千葉県教育委員会あてに提出され、その取り扱いについて、

千葉県教育委員会との慎重な協議が重ねられた。その結果、現状保存が困難な地点については、やむを得

ず記録保存の措置を講ずることで協議が整い、財団法人千葉県教育振興財団が発掘調査を実施することと

なった。本遺跡の発掘調査は、平成12年度から平成17年度にわたって行われた。

調査は、平成12年11月に西初石五丁目遺跡(1)の確認調査から開始され、その後、 (17)までの地点を

平成17年度まで順次確認調査と本調査を実施した。遺跡の規模136.000rrlのうち、対象外区域となる46.951

dを除いた89.049rrlを対象に、上層合計9.442rrl、下層合計2.924rrlの確認調査を行った結果、上層について

は7.234rrlを対象に本調査を実施した。下層については、広がりが認められないため、確認調査で終了した。

平成17年12月21日にすべての発掘調査が終了した。

整理作業は、平成18年度から平成19年度にかけて行った。

発掘調査及び整理作業に関わる各年度の組織・担当職員及び作業内容は以下のとおりである。

(1)発掘調査

第1表発掘調査一覧

調査区 年度 期 間 所長 担当者
対象面積 確認調査(rrl) 本調査(rrl)

(凶) 上層 下層 上層 下層

(1) 平成12 12.11. 1 -13. 1 .31 及川淳一 矢野敬夫 6，6∞ 6印 2臼 総O

(2 ) 平成13 14.3.1-14.3.29 田坂浩 岡田誠造 2，310 230 臼 。 。
(3) 平成14 14.5.1-14.9.30 田坂浩 岡田誠造・竹内久美子 22.0∞ 2，200 976 3，524 。
(4) 平成14 14.10.21-14.10.31 田坂浩 竹内久美子 398 40 20 。 。
(5) 平成14 14.11.1 -15.2.27 田坂浩 木下圭司 9，加O 1，1倒 392 2.850 。
(6) 平成14 15. 1 . 7 -15. 1 .31 田坂浩 竹内久美子 1，225 3∞ 52 。 。
(7) 平成14 15.2.3 -15.3 .26 田坂浩 竹内久美子 13.494 1，650 必0 。 。
(8) 平成14 15.3.14-15.3.26 田坂浩 岡田誠造 1.925 192 68 。 。
(9) 平成15 15. 5 . 1 -15. 6 .30 田坂浩 福田誠 4.579 772 140 。 。
(10) 平成15 15.9.19-15.9.30 田坂浩 高橋博文 32 32 18 。 。
(11) 平成15 15.10. 1 -15.10.16 田坂浩 高橋博文 1伺O 166 36 。 。
(12) 平成16 16.5.24-16.6.30 田坂浩 高橋博文 2，573 286 291 。 。
(13) 平成16 16.9. 1 -16.9.30 田坂浩 高橋博文 1.880 188 87 。 。
(14) 平成16 17.1.17-17.1.31 田坂浩 高橋博文 1.070 116 24 。 。
(15) 平成17 17.8.1 -17.8.2 田坂浩 高橋博文 149 149 。
(16) 平成17 17. 9 . 1 -17. 9 .15 田坂浩 高橋博文 1，088 110 20 。 。
(17) 平成17

17.11.1 -17.11.11 
田坂浩 高橋博文・郷堀英司 l.428 1，243 32 。 。

17.12. 5 -17.1221 
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(2 )整理作業

平成18年度

内容:水洗注記から図版作成まで

組織:調査研究部長矢戸三男整理課長郷田良一

担当者:主席研究員 栗田則久

平成19年度

内 容:原稿執筆から報告書刊行まで

組織:調査研究部長矢戸三男整理課長高田博

担当者:主席研究員栗田則久整理技術員 木島桂子

2 調査の方法と概要

調査にあたっては、国土方眼座標(第医座標系)に基づいたグリ

ッドの設定を行っている。新市街地地区内に所在する遺跡群全体

に調査対象範囲を覆うように、 40mx40mの方眼網を設定し、こ

れを大グリッドとした。大グリッドの名称は、南北方向を北から

1、2、3…、東西方向は西からA、B、C…とし、この数字と

アルファベットを組み合わせて大グリッド名とした。本遺跡の調

査範囲が含まれるグリッドは、東西方向にH-Q、南北方向に15

-27である(第1図)。この大グリッドを2mx2mの小グリッド

に100分割し、北から00-90、西から00-09とした(第2図)。こ

の大グリッドと小グリッドを組み合わせて、例えば26M-20とい

うように呼称した。

∞ 
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。

01 02 03 04 05 06 07 08 09 

11 

22 

33 

44 

55 

66 

77 

部
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(1/80) 40m 

第2図 グリッド名称例

上層の確認調査は、まず調査対象面積の10%について、 トレンチ及び一部グリッドを設定して遺構の種

類や時期及び遺構の広がりを確認するために行った。このトレンチは、調査地の地形や調査範囲にあわせ

て東西南北方向に設定し、状況に応じて拡張しながら全体の把握に努めた。その結果、古墳時代前期の竪

穴住居跡などを多数検出した。確認調査の結果を受けて、年度ごとに本調査範囲を決定し、順次本調査を

実施した。

本調査にあたっては、各遺構に種別ごとの通し番号を付した。各遺構の種別については、アルファベッ

トの略称で、竪穴住居跡にはS1、土坑にはSKを冠し、これに通し番号を付けた。なお、年度ごとに∞lか

ら番号を付けており、遺跡内で同一番号の遺構が生じてしまうため、整理段階で平成14年度の5次調査を

基本に遺構番号を付け替えた。新旧対照表は第2表のとおりである。

上層の本調査終了後、調査対象面積の4%について2mx2mのグリッドを設定し、下層の確認調査を

行った。その結果、まとまった遺物の出土が確認された地点は、部分的に拡張し、他は確認調査で終了と

した。

第2節遺跡の位置と環境(第3図)

1 位置

西初石五丁目遺跡の所在する流山市は、千葉県の北西部、東京湾に流入する江戸川の東側、河口からは
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レし・1司山野輪一一

一ふ4居住穴竪の期式浜里…

新遺構番号 旧遺構番号 調査区 年度 備考

SI -001 SI -001 ( 1 ) H12年度

SI -002 欠番

SI -003 SI -003 ( 1 ) H12年度

SI -004 SI -004 ( 1 ) H12年度

SI -005 SI -005 ( 1 ) H12年度

SI -006 (3) -1 ( 3 ) H14年度

SI -007 (3) -2 (3 ) H14年度

SI -008 (3) -3 (3 ) H14年度

SI -009 (3) -4 ( 3 ) H14年度

SI -010 (3) -5 ( 3 ) H14年度

SI -011 (3) -6 ( 3 ) H14年度

SI -012 ( 3 )一 7 ( 3 ) H14年度

(3) -8 ( 3 ) H14年度
SI -013 

(5 )ー11 (5 ) H14年度 拡張部

SI -014 (3 )一14 ( 3 ) H14年度

SI -015 (3 )ー16 ( 3 ) H14年度

SI -016 (5 )ー 1 (5 ) H14年度

SI -017 (5 )一 2 (5 ) H14年度

SI -018 (5) -4 (5 ) H14年度

SI -019 (5) -5 (5 ) H14年度

SI -020 (5) -6 (5 ) H14年度

SI -021 (5 )一 7 (5 ) H14年度

SI -022 (5) -8 (5 ) H14年度

SI -023 (5) -9 (5 ) H14年度

SI -024 (7) -1 (7 ) H14年度

SI -025 (7 )一 2 ( 7 ) H14年度

SI -026 (9 )一 1 (9 ) H15年度

SI -027 (12)一∞1 (12) Hl6年度

SK -001 (3) -9 (3 ) H14年度

SK-002 (3 )一10 (3 ) H14年度

SK-003 ( 3 )一11 (3 ) H14年度

SK-004 ( 3 )一12 ( 3 ) H14年度

SK-005 (3) -13 (3 ) H14年度

SK-006 (3 )一15 ( 3 ) H14年度

SK-007 (5) -3 (5 ) H14年度

SK-008 (5 )一10 (5 ) H14年度

SK-009 (5 )一12 (5 ) H14年度

SK-OlO (7) -4 (7 ) H14年度

SD-004 溝状遺構E (5 ) H14年度

はり貝層を伴う竪穴住居から良好な資料が出土している。中期では、後半に多くの遺跡が見られる。中野

久木谷頭遺跡 (77)では、中峠式期から加曽利E式前半期にかけての大規模な環状集落が形成されている。

後期の遺跡も中期に引き続き多くの遺跡が所在する。江戸川台第1遺跡 (78)や花山東遺跡 (12)などで

集落が検出されている。貝塚も多く形成され、三輪野山貝塚 (74)や上新宿貝塚 (26)・上貝塚 (19)は大
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規模な環状貝塚として知られている。晩期中頃までは資料が確認されているが、以降はほとんどみられな

くなる。

弥生時代の遺跡は、縄文時代晩期を受け継ぐように少ない。集落としては、現在のところ、加村台遺跡

(42)で中期後半の竪穴住居が5軒検出された程度である。この他に、桐ケ谷新田第I遺跡 (23)・下花輪

荒井前遺跡 (14)・三輪野山道六神遺跡で弥生時代の土器片が確認されているのみである。

古墳時代になると一変して多くの遺跡が出現してくる。前期の集落では、本遺跡と同一集落になる隣接

する市野谷宮尻遺跡から90軒の竪穴住居が検出され、東海系・北陸系・畿内系の土器が含まれる。また、

3世紀後半頃と思われる墨書土器も確認され、流山地域の古墳時代前期の動向を究明する上で重要な遺跡

となった。三輪野山北浦遺跡では小面積の調査ながら12軒の竪穴住居が検出されており、台地全体を考え

ればやはり大きな集落となろう。東深井第 I遺跡 (98)では、 7軒の竪穴住居と方形周溝墓が調査されて

いる。他に、大畦台遺跡 (17)や三輪野山第E遺跡 (29)などで数軒の竪穴住居が検出されている。中期

になると、再び遺跡数が減少してくる。桐ケ谷新田第I遺跡から2軒、三輪野山北浦遺跡、三輪野山八重

塚遺跡 (36)で各1軒確認された程度である。ただ、整理中ではあるが、西初石五丁目遺跡に隣接する市

野谷入台遺跡 (3)からは、中期の集落が調査されており、石製模造品の製作跡も含まれている。集落が、

西初石五丁目遺跡・市野谷宮尻遺跡から市野谷入台遺跡へと推移していく状況が伺われる。後期になると、

再び遺跡数が増加してくる。上貝塚遺跡・上貝塚E遺跡・谷遺跡などで集落が調査されており、加遺跡群

では比較的大規模な集落もみられる。
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第2章旧石器時代

第1節集中地点

第1地点(第7-11図、図版2・12、第4表)

出土状況 16L-83グリッド付近に分布する。南北7m、東西5mの楕円形の範囲にまとまっているが、ほ

ぽ中央が空白部となっており、北側と南側の2か所に分けることができる。石器は、医層下部から四層上

部にかけて出土しており、特に医層に集中する。剥片及び砕片がほとんどであるが、敵石は北側のみ、石

核は両側にみられる。母岩別の分布傾向としては、安山岩が北側、チャートは南側に集中する。また、ガ

ラス質黒色安山岩は南側の北東端のみに分布している。

出土遺物 1-13は剥片である。 1-4はやや小形の不定形剥片で、 3には頭部調整が施される。 5-9、

11は縦長剥片で、いずれも原石面を残す。 10、12・13は横長剥片となる。やはり原石面を残している。 14

は、節理で剥落した厚い剥片を素材とした石核である。 15・16も石核で、原石面を残す分厚い剥片を素

材とし、いずれも小形の不定形剥片を剥離している。 17は敵石である。扇平な礁の端部に敵打痕が残る。

18・19・22は同一打面から剥離された剥片の接合資料である。 21は、 1点の頭部が折れているため明確で

はないが、やはり同一打面からの剥離と思われる。 20は、分割時に節理に当たって剥離したものの接合資

料である。石核20dは、その後不定形剥片が剥離されている。 23は円盤状石核の接合資料、 24は原石面を

残す石核に2点の剥片が接合している。石核24cは、接合した部位のほかにも打面を有する。 25は不定形

剥片岡士の接合資料である。 25b+cはさらに剥片剥離がみられるため、石核と考えられる。

第2地点(第13図、図版12、第5表)

出土状況 第1地点の西側に散在しており、第1地点の周辺ブロックとした。点数が少ないため分布傾向

はみられないが、第1地点には含まれないナイフ形石器が出土している。

出土遺物 1・2は二側縁加工が施された小形のナイフ形石器である。 1は縦長剥片、 2は横長剥片を素

材としている。 3は不定形剥片、 4は頭部が折れた縦長剥片で、いずれも微細な剥離が縁辺に認められる。

第3地点(第14・15図、図版2・13、第6表)

出土状況 18M-57グリッドから6点の剥片が出土している。点数は少ないが、北側に頁岩、南側に安山

岩が集中する傾向にある。

出土遺物 1・4は小形の縦長剥片で、 1には頭部調整、 4には稜上剥離が認められる。 2・3は不定形

剥片、 5は縦長剥片で、 3・5の背面には原石面が残る。

第4地点(第16・17図、図版2・13、第7表)

出土状況 24L-42グリッドからの出土で、比較的狭い範囲に集中する。ナイフ形石器4点以外はすべて

剥片である。 1の石器は出土地点が不明であるが、ナイフ形石器は南側に集中する。石材別でみると、中

央部分に安山岩、周辺に黒曜石が分布する傾向にある。

出土遺物 1は先端部を欠く小形のナイフ形石器である。横長剥片を素材とし、打面および端部にはプラ

ンテイングが施されている。 2-4は、縦長剥片を素材とし、二側縁加工が施されたナイフ形石器である。

素材の形状をそのまま利用し、打面も残っている。プランテイングの状態はやや荒い。 4には側面倒lから

-11ー
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の加工が施される。 5・6は横長剥片で、打面が広く残されている。 7.8は頭部が折れた剥片である。

9・10は剥片剥離時に同時割れを起こした接合資料、 11は不定形剥片岡士の接合資料である。

第2節 ブロック外出土石器(第四図、図版13、第8表)

出土遺物 1は尖頭器である。剥落部分が多いため断定はできないが、石刃素材で周辺加工が施されてい

るものと思われる。 2は大形の石刃、 3-5は縦長剥片である。
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N
 
N
 

第
4
表
第
1
地
点
出
土
石
器
属
性
表

層
準
グ
リ
ッ
ド
造
物
器
種

石
キオ

番
号

刊
~
医
1
6
L
-
6
2
 
2
 
剥
片
黒
曜
石

VH
-
医
1
6
L
-
7
2
 
21
 
剥
片
安
山
岩

VH
-
医
1
6
L
-
7
2
 
22
 
剥
片
安
山
岩

VH
-
医
1
6
L
-
7
1
 
I
 
剥
片
珪
質
頁
岩

四
~
医
1
6
L
-
7
2
 
l
 
砕
片
珪
質
頁
岩

四
~
医
1
6
L
-
7
2
 
2
 
剥
片
安
山
岩

VH
-
医
1
6
L
-
7
2
 
3
-
1
 
剥
片
安
山
岩

四
~
医
1
6
L
-
7
2
 
3
-
2
 
剥
片
黒
曜
石

VH
-
政
1
6
L
-
7
2
 
3
-
3
 
剥
片
珪
質
頁
岩

四
~
医
1
6
L
-
7
2
 
4
 
剥
片
安
山
岩

羽
~
医
1
6
L
-
7
2
 
5
 
剥
片
玉
髄
(
メ
ノ
ウ
含
む
)

VH
-
医
1
6
L
-
7
2
 
7
 
剥
片
碧
玉
(
赤
玉
)

四
~
医
1
6
L
-
7
2
 
8
 
剥
片
安
山
岩

VH
-
医
1
6
L
-
7
2
 
9
 
砕
片
安
山
岩

四
~
医
1
6
L
-
7
2
 
10
 
剥
片
珪
質
頁
岩

四
~
医
1
6
L
-
7
2
 
11
 
石
核
流
紋
岩

VH
-
医
1
6
L
 -
7
2
 
12
 
剥
片
チ
ャ
ー
ト

四
~
医
1
6
L
-
7
2
 
13
 
剥
片
チ
ャ
ー
ト

VH
-
医
1
6
L
 -
7
2
 
14
 
剥
片
安
山
岩

四
~
医
1
6
L
 -
7
2
 
15
 
敵
石
安
山
岩

四
~
医
1
6
L
-
7
2
 
16
 
事
J片
流
紋
岩

VH
-
医
1
6
L
-
7
2
 
17
 
石
核
安
山
岩

四
~
医
1
6
L
-
7
2
 
18
 
剥
片
安
山
岩

VH
-
政
1
6
L
-
7
2
 
19
 
剥
片
経
質
頁
岩

VH
-
医
1
6
L
-
7
2
 
20
 
剥
片
珪
質
頁
岩

VH
-
医
1
6
L
-
7
3
 
8
 
剥
片
安
山
岩

四
~
医
1
6
L
-
7
3
 

剥
片
珪
質
頁
岩

四
~
医
1
6
L
-
7
3
 
2
 
剥
片
流
紋
岩

VH
-I
X 
1
6
L
-
7
3
 
3
 
剥
片
頁
岩

VH
-
医
1
6
L
-
7
3
 
4
 
剥
片
流
紋
岩

VH
-
医
1
6
L
-
7
3
 
5
 
剥
片
安
山
岩

V
I
]
-
政
1
6
L
-
7
3
 
6
 
剥
片
安
山
岩

四
~
医
1
6
L
-
7
3
 
7
 
剥
片
ガ
フ
ス
質
黒
色
安
山
岩

四
~
医
1
6
L
-
8
2
 

剥
片
チ
ャ
ー
ト

刊
~
医
1
6
L
-
8
2
 
2
 
剥
片
チ
ャ
ー
ト

四
~
医
1
6
L
-
8
2
 
3
 
剥
片
珪
質
頁
岩

一
一

母
岩
番
号
挿
図
接
合
最
大
長
最
大
幅
最
大
厚

(
四
)
(
皿
)
(
皿
)

O
B
-
1
 

15
.1
0
 
15
.5
2 
5.
01
 

A
N
ー
1
12
 

42
.6
2 
49
.4
0
 
19
.3
4 

A
N
-
3
 

19
.7
4 
9.
80
 
4.
1
2
 

K
K
-
5
 

14
.4
4 
24
.6
2 
3.
83
 

K
K
-
4
 

6.
33
 
10
.5
5 
3 .
1
4
 

A
N
-
3
 

8.
38
 
13
.2
9
 
4.
1
9
 

A
N
-
3
 

29
.9
7 
12
.9
3 
5.
28
 

O
B
-
1
 

12
.6
3 
14
.9
5 
7.
71
 

K
K
-
7
 

12
.3
 
11
.0
 
3.
1 

A
N
-
3
 

18
.4
9
 
15
.2
3 
5.
69
 

C
C
-
1
 
2
 

20
.9
2 
19
.1
9
 
6.
57
 

R
B
-
1
 

15
.9
 
15
.3
 
4.
6 

A
N
-
2
 
9
 

46
.1
7
 
32
.3
4 
10
.2
5
 

A
N
ー
I

16
.3
8 
6.
01
 
2.
46
 

K
K
ー
7

7.
04
 
15
.6
8 
1.
23
 

R
H
ー
I
23
 
7
b
 
35
.1
4
 
48
.8
8 
14
.4
8
 

C
H
ー
I
6
 

37
.3
6 
20
.1
2
 
5.
93
 

C
H
-
1
 

28
.5
 
20
.0
 
9.
8 

A
N
-
1
 

2 6
.4
2
 
2
1.
1
1
 
9.
25
 

A
N
-
4
 
17
 
1
 
24
.8
3 
43
.1
1
 
9.
40
 

R
H
-
1
 

10
.7
4 
10
.8
5 
1.
86
 

A
N
-
2
 
16
 

3
1.
42
 
4
1.
91
 
22
.1
0
 

A
N
ー
1
21
 
5a
 
32
.5
1 
25
.8
4 
4.
09
 

K
K
-
7
 

12
.8
8 
10
.2
4
 
2.
04
 

K
K
-
4
 
13
 

40
.3
5 
42
.4
8 
17
.8
3 

A
N
-
1
 

11
.4
0 
20
.1
0
 
8.
73
 

K
K
-
8
 

16
.8
4 
19
.6
0 
4.
28
 

R
H
-
1
 

1 1
.
74
 
8.
58
 
1.
81
 

S
H
-
1
 
8
 

38
.9
0 
26
.1
2
 
7.
65
 

R
H
ー
1
23
 
7a
 
26
.0
2 
12
.6
5 
7.
38
 

A
N
-
1
 
21
 
6
b
 
17
.6
1 
26
.5
3 
6.
65
 

A
N
-
1
 

2 8
.2
8 
36
.4
5
 
16
.9
6 

G
A
-
1
 

37
.2
5
 
16
.0
5 
12
.6
6 

C
H
-
2
 
18
 
2a
 
8.
52
 
12
.8
5 
3.
27
 

C
H
-
1
 

18
.6
8 
8.
25
 
3.1
3
 

K
K
-
2
 
19
 
3a
 
1 1
.7
7
 
18
.1
3 
5.
66
 

重
量
打
面
打
角
・
H
 
T
 
R
I
L
 
D
 
V
 
C
 
J
 末
端
使
用
痕
・
遺
存
標
高

備
考

(
g
)
 
形
状
剥
離
角

形
状
被
熱
痕
部
位
(
m
)
 

0.
84
 
2
 
10
6 
。
。

F
 

18
.3
80
 
背
面
に
主
剥
離
同
時
割
れ
あ
り

39
.7
1 
1
 
13
6 
。
。
。

F
 

18
.2
45
 
I
か
ら
番
号
変
更

0.
48
 
。

F
 

R
 
18
.1
4
5
 
2
か
ら
番
号
変
更

1.
05
 
l
 
97
 
。

。
17
.9
05
 

0.
1
9
 
1
 
。

R
H
 
17
.9
37
 
背
面
に
主
剥
離
同
時
割
れ
あ
り

0.
35
 
C
 
11
3 
。
。

F
 

R
 
18
.1
4
0
 
背
面
に
主
剥
離
同
時
害
jれ
あ
り

1.
51
 
2
 
9
8
 
。
。
。

F
 

18.
06
0 
3
点
あ
り

1.
22
 
l
 
11
9 
。

H
 
18
.0
60
 
ガ
ジ
リ
あ
り
3
点
あ
り
.
P
Q
?
 

0.
25
 
I
 
10
9 
。
。

F
 

18
.0
60
 
3
点
あ
り

1.
33
 
l
 
97
 
。
。
。

F
 

18
.0
80
 

2.
65
 
C
 
82
 
。
。

H
 

17
.9
53
 

0.
85
 
2
 
94
 
。

S
 

18
.0
80
 
背
面
に
主
剥
離
同
時
害
jれ
あ
り

14
.6
5 
l
 
11
7 
。
。

F
 

18
.0
35
 

0.
1
6
 
C
 
10
9 
。
。

F
 

L
 
18
.1
52
 
背
面
に
主
剥
離
同
時
害
lれ
あ
り

0.
1
5
 
。
。

F
 

B
 
18
.0
40
 

23
.6
4 
C
 
71
 

。
17
.8
77
 

4.
65
 
l
 
10
3 

。
H
 
17
.7
38
 
自
然
面
の
ヒ
ピ
で
末
端
折
れ

2.
38
 

。
。
。

F
 

B
 
17
.9
45
 

3.
82
 
C
 
11
2 
。

F
 

17
.9
20
 
背
面
に
主
剥
離
同
時
割
れ
あ
り

12
.0
3 

18
.1
15
 

0.
1
9
 
。

F
 

R
T
 
17
.9
05
 
ガ
ジ
リ
あ
り

35
.5
2 
l
 
82
 

17
.8
78
 

2 .
46
 
C
 
95
 
。
。

F
 

17
.9
15
 
ガ
ジ
リ
あ
り

0.
1
9
 
l
 
91
 
。
。

F
 

17
.8
80
 
腹
面
に
ヒ
ピ
あ
り

26
.8
3 
l
 
11
1 
。
。

5
 

17
.8
75
 

1.
79
 
I
 
12
6 
。
。

F
 

R
 
18
.3
68
 
打
点
、
直
下
縦
折
れ
1・
か
ら
番
号
変
更

1.
3
7
 
l
 
87
 
。
。

H
 
17
.9
35
 
自
然
面
の
ヒ
ピ
で
末
端
折
れ

0.
1
2
 
L
 
。

F
 

17
.8
81
 

6.
66
 
3
 
11
3 
。
。

F
 

17
.8
58
 

2.
33
 
。
。
。

L
 
17
.9
95
 
剥
片
素
材
の
石
核
の
端
が
折
れ
た
も
の

2.
1
5
 
。
。

F
 

B
 
18
.2
30
 

13
.7
2 
l
 
82
 
。
。

F
 

18
.1
81
 

5.
52
 
。
。

F
 

18
.1
59
 
背
面
に
主
事
l離
同
時
割
れ
あ
り

0.
30
 
I
 
70
 
。

F
 

18
.0
70
 

0.
32
 
。

。
F
 

18
.1
31
 

0.
79
 
1
C
 
8
0
 
。

F
 

18
.0
89
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層
準
グ
リ
ァ
ド

四
~
医
16
L 
-
82
 

四
~
医
1
6
L
-
8
2
 

VH
-
医
1
6
L
-
8
2
 

VH
-
医
1
6
L
-
8
3
 

四
~
医
1
6
L
-
8
3
 

四
~
医
1
6
L
-
8
3
 

VH
-
医
1
6
L
-
8
3
 

VH
-
医
1
6
L
-
8
3
 

VH
-
医
1
6
L
-
8
3
 

四
~
政
1
6
L
-
8
3
 

VH
-
医
1
6
L
-
8
3
 

VH
-
医
1
6
L
-
8
3
 

VH
-
医
16
L 
-
83
 

四
~
医
16
L 
-
83
 

刊
~
医
1
6
L
-
8
3
 

VH
-
医
1
6
L
-
8
3
 

VH
-
医
16
L 
-
83
 

VH
-
政
16
L 
-
83
 

VH
-
医
1
6
L
-
8
3
 

VH
-
医
1
6
L
-
8
3
 

VH
-
医
1
6
L
-
8
3
 

VH
-
医
1
6
L
-
8
3
 

VH
-
庇
1
6
L
-
8
3
 

VH
-
医
1
6
L
-
8
4
 

VH
-]
)(
 
16
L 
-
92
 

四
~
医
1
6
L
-
9
2
 

四
~
医
1
6
L
-
9
2
 

VH
-
医
1
6
L
-
9
2
 

刊
~
医
1
6
L
-
9
2
 

VH
-
医
1
6
L
-
9
2
 

四
~
政
16
L 
-
92
 

VH
-
広
16
L 
-
92
 

VH
-
医
16
L 
-
92
 

VH
-
医
1
6
L
-
9
2
 

四
~
区
16
L 
-
92
 

VH
-
医
16
L 
-
92
 

VH
-
医
16
L
-
92
 

」
一
一
一

造
物

番
号 4
 

5
 

6
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

16
 

17
 

18
 

19
 

20
 

1
 

I
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

10
 

11
 

12
 

13
 

器
種

石
材

剥
片
チ
ャ
ー
ト

剥
片
安
山
岩

敵
石
安
山
岩

剥
片
ガ
ラ
ス
質
黒
色
安
山
岩

剥
片
ガ
ラ
ス
質
黒
色
安
山
岩

剥
片
ガ
ラ
ス
質
黒
色
安
山
岩

剥
片
チ
ャ
ー
ト

剥
片
チ
ャ
ー
ト

剥
片
ガ
ラ
ス
質
黒
色
安
山
岩

剥
片
チ
ャ
ー
ト

剥
片
ガ
ラ
ス
質
黒
色
安
山
岩

砕
片
ガ
ラ
ス
質
黒
色
安
山
岩

剥
片
チ
ャ
ー
ト

事
l片
珪
質
頁
岩

剥
片
チ
ャ
ー
ト

剥
片
碧
玉
(
赤
玉
)

剥
片
珪
質
頁
岩

剥
片
砂
岩

砕
片
珪
質
頁
岩

砕
片
注
質
頁
岩

石
核
珪
質
頁
岩

砕
片
珪
質
頁
岩

石
核
珪
質
頁
岩

剥
片
ガ
フ
ス
質
黒
色
安
山
岩

剥
片
珪
質
頁
岩

剥
片
珪
質
頁
岩

剥
片
チ
ャ
ー
ト

砕
片
チ
ャ
ー
ト

剥
片
頁
岩

剥
片
流
紋
岩

剥
片
流
紋
岩

剥
片
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

剥
片
チ
ャ
ー
ト

砕
片
珪
質
頁
岩

石
核
チ
ャ
ー
ト

剥
片
チ
ャ
ー
ト

剥
片
砂
岩

母
岩
番
号
挿
図
接
合
最
大
長
(m
m)
 

C
H
-
3
 
7
 

37
.7
2 

A
N
ー
1

2
1.
74
 

A
N
-
4
 
17
 
1
 
6
1.
71
 

G
A
-
1
 
11
 

34
.6
9 

G
A
-
1
 

20
.2
8 

G
A
-
1
 

16
.3
2 

C
H
-
3
 
22
 
6b
 
34
.3
7 

C
H
-
1
 

15
.2
0 

G
A
ー
l

8.
48
 

C
H
-
3
 
22
 
6a
 
34
.7
9 

G
A
ー
I

23
.8
9 

G
A
-
1
 

10
.8
3 

C
H
-
3
 

18
.9
7 

K
K
ー
I
20
 
4b
 
24
.5
5 

C
H
-
3
 

13
.0
7 

R
B
-
1
 
5
 

26
.9
7 

K
K
-
6
 
4
 

2
1.
21
 

S
A
-
1
 

23
.2
2 

K
K
-
5
 

9.
49
 

K
K
ー
l
20
 
4c
 
7.1
8
 

K
K
-
1
 
20
 
4d
 
36
.侃

K
K
-
1
 

10
.0
7 

K
K
-
3
 
15
 

4
1.
38
 

G
A
-
1
 

12
.6
5 

K
K
ー
l
20
 
4a
 
28
.3
7 

K
K
-
3
 

11
.8
2 

C
H
-
1
 
25
 
9a
 
2
1.
60
 

C
H
-
2
 

4.
33
 

S
H
-
2
 

17
.2
4 

R
H
日
l
24
 
8b
 
12
.7
2 

R
H
ー
1
24
 
8a
 
12
.0
4 

H
O
-
2
 
10
 

22
.5
8 

C
H
-
1
 
25
 
9b
 
10
.2
1
 

K
K
-
3
 

12
.7
6 

C
H
-
1
 
25
 
9c
 
2
1.
08
 

C
H
-
1
 
I
 

2
1.
24
 

S
A
-
2
 

20
.2
9 

最
大
幅
最
大
厚
重
量
打
面
打
角
・

(
皿
)
(
皿
)
(
g
)
 
形
状
剥
離
角

26
.4
3 
9.
39
 
8.
31
 
1
 
11
1 

19
.1
6
 
10
.0
3 
4.
1
6
 
1
 
10
5 

5
1.
32
 
19
.0
7 
7
1.
63
 

29
23
 
6.
56
 
5.
4
7
 
I
 
10
3 

2
1.
74
 
8.
62
 
2 目
95
I
 
12
1 

29
.8
5 
7.
64
 
2.
60
 
C
 
10
3 

24
.4
5 
4.
77
 
3.
69
 
2
 
99
 

9.
98
 
3.
66
 
0.
38
 

10
.9
7 
2.
87
 
0.
1
9
 

24
.1
9 
7.
06
 
5.
79
 
I
 
11
0 

20
.1
3
 
8.
08
 
2.
49
 
1
C
 
10
0 

8.
90
 
3.
04
 
0.
27
 
3
 
11
3 

16
.4
4 
4.
1
7
 
1.1
8
 
l
 
10
9 

34
.9
9 
15
.9
8 
9.
4
7
 
J
 
72
 

6.
4
5
 
3.
1
5
 
0.
24
 
L
 
81
 

2
1.
01
 
9.
00
 
5.
88
 
1
 
11
0 

23
.2
1 
7.
65
 
3.
40
 

93
 

25
.4
5
 
6.
71
 
3.
50
 
P
 
79
 

12
.6
4 
5.
26
 
0.
61
 

25
.6
6 
5.
00
 
0.
81
 
1
 
67
 

5
1.
52
 
37
.1
9
 
9
1.
03
 
C
 
98
 

8.
86
 
2.
07
 
0.
1
3
 
P
 
98
 

29
.8
9 
24
.8
4 
47
.0
9 
l
 
93
 

16
.3
8 
5.
2 陥
0.
95
 
1
 
II
I 

26
.7
7 
13
.2
0 
7.
66
 
J
 
10
7 

11
.8
9 
2.
78
 
0.
31
 
L
 
81
 

43
.8
9 
14
.4
8
 
11
.2
6 
C
 
95
 

10
.4
6 
3.1
5
 
0.
1
1
 

18.
70
 
4.
95
 
1.
07
 
l
 
12
1 

7.
46
 
2.
29
 
0.
20
 

15
.9
8 
3.
57
 
0.
49
 

38
.7
6 
7.
07
 
4.
98
 
L
 
97
 

18
.5
6 
12
.3
7 
1.
35
 
J
 
11
4 

4.
42
 
4.
48
 
0.
22
 
l
 
10
6 

33
.5
6 
18
.9
6 
10
.9
6 
l
 
72
 

20
.4
4 
3.
45
 
1.
60
 
l
 
10
5 

12
.8
6 
5.1
6
 
1.
01
 

H
I
T
 
R
I
L
 
D
I
V
 
C
 I
 J
 末
端
使
用
痕
・
遺
存
標
高

備
考

形
状
被
熱
痕
部
位
(
m
)
 

。
F
 

17
.9
39
 

。
。
。
。

F
 

17
.9
55
 
背
面
に
主
剥
離
同
時
割
れ
あ
り

18
.2
24
 

。
。

F
 

18
.1
41
 

。
。

F
 

18
.0
25
 

。
。
。
。

F
 

17
.9
92
 
背
面
に
主
剥
離
同
時
割
れ
あ
り

。
。
。
F
 

17
.8
82
 

。
。
。
F
 

18
.0
20
 

。
F
 

B
 
18.
20
0 

。
。
F
 

17
.9
85
 

。
F
 

18
.0
31
 
ガ
ジ
リ
あ
り

。
。

F
 

17
.9
16
 

。
。

F
 

18
.5
40
 

。
。
F
 

18
.0
09
 

。
F
 

18.
08
8 

。
F
 

18
.0
32
 

。
。
F
 

18
.0
24
 

。
F
 
H
 

17
.9
52
 

。
17
.9
59
 
節
理
で
は
じ
け
た
砕
片

。
F
 

18
.1
00
 
節
理
で
は
じ
け
た
砕
片

。
。
H
 

17
.9
59
 

。
H
 
17
.9
35
 
背
面
に
主
剥
離
同
時
割
れ
あ
り

。
。
H
 

17
.9
29
 

。
H
 
17
.9
33
 
背
面
加
撃
の
ヒ
ピ
で
飛
ん
だ
剥
片

。
。
。
F
 

18
.0
20
 

。
。

H
 

18
.2
33
 

。
F
 

R
 
18.
31
5 
打
点
直
下
縦
折
れ
・
節
理
は
じ
け
あ
り

。
18
.0
29
 
節
理
で
は
じ
け
た
砕
片

。
。
H
 

18
.1
20
 

18
.0
91
 

17
.9
84
 

。
。

F
 

18
.1
37
 
ガ
ジ
リ
あ
り

。
5
 

18
.1
77
 
節
理
で
は
じ
け
た
剥
片

。
。
H
 

18
.0
48
 

。
18.
04
5 

。
。

F
 

17
.9
92
 

。
F
 

B
 
18
.0
12
 



t-.
:l 
中

層
準
グ
リ
ッ
ド
遺
物
器
種

石
材

番
号

四
~
医
1
6
L
-
9
2
 
14
 
剥
片
チ
ャ
ー
ト

V1
I-
医
1
6
L
 -
92
 
15
 
剥
片
珪
質
頁
岩

V1
I-
医
1
6
L
-
9
2
 
16
 
砕
片
チ
ャ
ー
ト

咽
~
医
1
6
L
-
9
2
 
17
 
剥
片
チ
ャ
ー
ト

四
~
区
1
6
L
-
9
2
 
18
 
砕
片
チ
ャ
ー
ト

V1
I-
庇
1
6
L
-
9
2
 
19
 
剥
片
チ
ャ
ー
ト

四
~
医
1
6
L
-
9
2
 
20
 
砕
片
チ
ャ
ー
ト

四
~
医
1
6
L
-
9
2
 
21
 
砕
片
チ
ャ
ー
ト

V1
I-
医
1
6
L
 -
92
 
22
 
石
核
チ
ャ
ー
ト

四
~
医
1
6
L
-
9
2
 
23
 
石
核
流
紋
岩

四
~
医
1
6
L
 -
93
 
I
 
剥
片
珪
質
頁
岩

V1
I-
医
1
6
L
-
9
3
 
2
 
剥
片
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

V1
I-
医
1
6
L
-
9
3
 
3
 
剥
片
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

四
区
1
6
L
-
6
2
 
l
 
砕
片
ト
ロ
ト
ロ
石

四
~
医
1
6
L
-
6
3
 
l
 
剥
片
ト
ロ
ト
ロ
石

第
5
表
第
2
地
点
出
土
石
器
属
性
表

層
準
グ
リ
ッ
ド
遺
物

器
種

番
号

lV
-
V
 
1
7
K
-
0
9
 
1
 
ナ
イ
フ
形
石
器

lV
-
V
 
1
7
L
-
0
0
 
1
 
使
用
痕
の
あ
る
剥
片

lV
-
V
 
1
7
L
-
0
0
 
2
 
微
細
剥
離
痕
の
あ
る
剥
片

lV
-
V
 
1
7
L
-
0
0
 
3
 
剥
片

lV
-
V
 
1
6
L
-
7
0
 
l
 
ナ
イ
フ
形
石
器

第
6
表
第
3
地
点
出
土
石
器
属
性
表

層
準
グ
リ
ッ
ド
遺
物
器
種

石
材

番
号

田
~
町
2
4
L
-
4
2
 
1
 
ナ
イ
フ
形
石
器
頁
岩

il
l-
lV
 
2
4
L
-
4
2
 
2
 
剥
片

黒
曜
石

il
l-
lV
 
2
4
L
-
4
2
 
3
 
剥
片

安
山
岩

目
-
l
V
2
4
L
-
4
2
 
4
 
剥
片

安
山
岩

il
l-
lV
 
2
4
L
-
4
2
 
5
 
ナ
イ
フ
形
石
器
黒
曜
石

il
l-
lV
 
2
4
L
-
4
2
 
6
 
剥
片

安
山
岩

il
l-
lV
 
2
4
L
-
4
2
 
7
 
剥
片

安
山
岩

il
l-
lV
 
2
4
L
-
4
2
 
8
 
ナ
イ
フ
形
石
器
安
山
岩

母
岩
番
号

C
H
-
2
 

K
K
-
2
 

C
H
-
l
 

C
H
-
l
 

C
H
-
l
 

C
H
-
l
 

C
H
-
2
 

C
H
-
2
 

C
H
-
3
 

R
H
-
l
 

K
K
ー
1

H
O
-
l
 

H
O
-
l
 

T
O
ー
l

T
O
-
l
 

石
材

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

黒
曜
石

黒
曜
石

黒
曜
石

頁
岩

母
岩
番
号
挿
図

S
H
-
l
 
I
 

O
B
-
3
 

A
N
-
l
 
7
 

A
N
-
l
 
11
b 

O
B
-
2
 
3
 

A
N
-
l
 

A
N
-
l
 

A
N
-
l
 
4
 挿
図
接
合
最
大
長
最
大
幅
最
大
厚
重
量

(
皿
)
(
皿
)
(
凹
)
(
g
)
 

18
 
2a
 
25
.9
4 
11
.6
9
 
5.
48
 
1.
65
 

19
 
3
b
 
16
.3
0 
25
.9
1 
9.
1
9
 
2.
1
4
 

5.
03
 
8
.1
7
 
2.
81
 
0.
08
 

32
.6
1 
12
.2
7 
6.
62
 
2.
76
 

10
.7
0 
4.
55
 
2.
56
 
0 .
1
0
 

16
.0
8 
1 1
.0
4 
3.
57
 
0.
50
 

5.
39
 
11
.2
7 
2 .
40
 
0.
1
2
 

12
.6
9 
4.
85
 
3.
09
 
0.1
9
 

14
 

38
.2
3 
44
.3
5 
20
.2
2 
28
.7
2 

24
 
8c
 
36
.2
7 
48
.9
2 
22
.8
7 
38
.6
5 

2
1.
45
 
16
.1
6
 
5.
76
 
1.
39
 

1 1
.1
6
 
23
.2
6 
5.
84
 
1.
40
 

7.
88
 
10
.2
5 
2.
23
 
0 .
1
6
 

8.
05
 
10
.5
2 
1.
90
 
0 .
1
4
 

3
 

19
.7
0 
2
1.
95
 
5.
62
 
1.
90
 

挿
図
最
大
長
最
大
幅
最
大
厚
重
量
打
面

(
凹
)
(
凹
)
(
皿
)
(
g
)
 
形
状

2
 
27
.1
0
 
16
.0
7 
8.
36
 
2.
66
 

4
 
19
.9
4 
11.
6
7
 
4.
85
 
0.
90
 

3
 
14
.6
6 
16
.6
3 
4.
02
 
0.
70
 
2
 

14
.3
0 
6.
23
 
2.
63
 
0.
11
 
P
 

l
 
29
.5
0 
10
.3
0 
4.
59
 
1.1
8
 

接
合
最
大
長
最
大
幅
最
大
厚
重
量
打
面

(
皿
)
(
凹
)
(
皿
)
(g
) 
形
状

23
.9
0 
13
.4
0
 
4.
1
1
 
1.
56
 

19
.2
1
 
15
.0
8 
立
14
1.
58
 
I
 

26
.0
8 
20
.8
6 
6.
39
 
3.
46
 

35
.8
6 
36
.4
1
 
8.
1
8
 
7.
99
 

46
.8
2 
20
.5
2 
8.
53
 
7.
49
 
l
 

7.
56
 
8.
86
 
2
.1
3
 
0.
1
5
 
1
 

13
.0
2 
15
.2
3 
4.
66
 
0.
86
 

43
.0
0 
23
.2
2 
7.
49
 
7.
92
 
1
 打
面
打
角
・

J
 末
端
使
用
痕
・
遺
存
標
両

備
考

形
状
剥
離
角
H
 
T
I
R
 
L
I
D
 
V
 
C
 
形
状
被
熱
痕
部
位
(m
) 

C
 
95
 
。

。
R
 
17
.9
49
 
打
点
直
下
縦
折
れ
・
先
端
折
れ
あ
り

l
C
 
69
 
。
。

F
 

18
.0
72
 

l
C
 
83
 
。

18.
08
7 
打
点
部
衝
撃
で
と
ん
だ
砕
片

1
 
10
5 
。
。
。

F
 

L
 
17
.9
47
 
背
面
に
主
剥
離
同
時
割
れ
あ
り

。
。

17
.9
56
 
節
理
で
は
じ
け
た
砕
片

1
 
11
4 
。
。

F
 

17
.9
69
 

。
H
 

18
.0
10
 
打
点
直
下
節
理
縦
折
れ

。
。

F
 

B
 
18.
03
5 

17
.9
81
 

17
.9
54
 

。
。
F
 

B
 
18
.2
35
 
背
面
に
主
剥
離
同
時
割
れ
あ
り

1
 
11
5 
。
。

F
 

R
 
17
.9
75
 

11
0 
。

H
 
1 8.
05
6 
背
面
に
主
剥
離
同
時
割
れ
あ
り

。
F
 

18
.1
30
 

l
 
。

F
 

18
.2
27
 
背
面
に
打
面
と
同
時
割
れ
あ
り

打
角
・
H
 
T
 
R
 
L
 
D
 
V
 
C
 
末
端
調
整
角
刃
部
角
使
用
痕
・
遺
存
標
高

備
考

剥
離
角

形
状

被
熱
痕
部
位
(
m
)
 

。
。
。

F
 
10
1 
46
 

19
.0
13
 

。
。
。
F
 

N
 
B
 
19
.1
89
 

12
9 
。
。

H
 
19
.1
09
 

10
6 
。
。
。

H
 
19
.1
52
 

。
。
。

83
 
47
 

18
.3
36
 

打
角
・
H
 
T
 
R
 
L
 
D
 
V
 
C
 
J
 末
端
調
整
刃
部
遺
存
欠
標
高

備
考

剥
離
角

形
状
角
角
部
位
損
(
m
)
 

。
。

82
 

+
 

調
整
剥
離
が
負
の
方
向
・
刃
部

ガ
ジ
リ
欠
損
上
層
表
採

76
 
。

F
 

L
 
19
.5
08
 
打
面
直
下
折
れ

。
。
。
F
 

B
 
19
.5
65
 

。
。
F
 

B
 
19
.4
33
 
主
要
剥
離
時
打
面
欠
損

12
3 
。
。
。

F
 
87
 
6
7
 

19
.5
18
 

10
5 
。

。
F
 

19
.4
23
 

。
V
-
M
 
19
.4
38
 

10
8 
。
。

F
 
73
 
31
 

19
.5
45
 
調
整
剥
離
が
負
の
方
向



~
 
巳刀

層
準
グ
リ
ッ
ド
遺
物
器
種

石
材
母
岩
番
号
挿
図

番
号

皿
-
N
2
4
L
-
4
2
 
9
 
砕
片

黒
曜
石
O
B
-
3
 

i
l
l
-
N
 
2
4
L
-
4
2
 
9
 
砕
片

黒
曜
石
O
B
-
3
 

i
l
l
-
N
 
2
4
L
-
4
2
 
9
 
砕
片

黒
曜
石
O
B
-
3
 

i
l
l
-
N
 
2
4
L
-
4
2
 
10
 
剥
片

安
山
岩
A
N
ー
1
ll
a 

il
l-
町
2
4
L
-
4
2
 
II
 
剥
j片

黒
曜
石
O
B
-
3
 
9
b
 

皿
-
N
2
4
L
-
4
2
 
12
 
剥
片

安
山
岩
A
N
ー
l

皿
-
N
2
4
L
-
4
2
 
13
 
剥
片

頁
岩
S
H
-
2
 
8
 

皿
~
町
2
4
L
-
4
2
 
14
 
剥
片

黒
曜
石
O
B
-
3
 
10
a 

皿
-
N
2
4
L
-
4
2
 
15
 
剥
片

黒
曜
石
O
B
-
3
 
6
 

皿
-
N
2
4
L
-
4
2
 
16
 
剥
片

黒
曜
石
O
B
-
2
 
5
 

皿
-
N
2
4
L
-
4
2
 
17
 
ナ
イ
7
形
石
器
黒
曜
石
O
B
-
I
 
2
 

皿
-
N
2
4
L
-
4
2
 
18
 
剥
片

黒
曜
石
O
B
-
3
 
9a
 

目
-
N
2
4
L
-
4
2
 
19
 
剥
片

黒
曜
石
O
B
-
3
 
IO
b 

第
7
表
第
4
地
点
出
土
石
器
属
性
表

層
準
グ
リ
ッ
ド
遺
物
番
号
器
種
石
材
挿
図
最
大
長
(
皿
)

ll
-i
ll
 
I
B
M
 -
5
7
 
1
 
証明
j片
頁
岩
3
 
25
.4
1
 

ll
-i
ll
 
18
乱
1
-
5
7
2
 
覇
j片
頁
岩
4
 
7.
64
 

l
l
-
凹
1
8
M
-
5
7
 
3
 
剥
片
砂
岩
5
 
67
.5
0 

ll
-i
ll
 
1
8
M
-
5
7
 
4
 
砕
片
安
山
岩

7.
86
 

ll
-i
ll
 
1
8
M
-
5
7
 
5
 
朝
l片
安
山
岩
I
 
22
.5
7 

ll
-i
ll
 
I
B
M
 -
5
7
 
6
 
剥
l片
安
山
岩
2
 
37
.3
0 

第
8
表
ブ
ロ
ッ
ク
外
出
土
石
器
属
性
表

ブ
F
ロ
ッ
ク
グ
リ
ッ
ド
遺
物
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第3章縄文時代

第1節竪穴住居跡

本遺跡から検出された縄文時代の遺構は、前期の竪穴住居跡6軒及び陥穴状土坑1基である。調査区北

側に散在して分布している。

S1 -001 (第四図、図版3・14・16) 

調査区北側、 19J-42グリッド付近に所在する。規模は、長径4.lm、短径3.7m、床面積12.5ぱを測り、不

整楕円形を呈する。主軸方向は、 N-350 - Wを指す。確認面からの深さは、 O.lm前後と浅い。床面はほ

ぼ平坦であるが、しまりはあまり良好ではない。柱穴を含むピットは多数掘り込まれているが、ほほ対角

線上に位置する 4本のピットが主柱穴になると思われる。主柱穴の規模・深さとも一定していない。炉は

北西壁側に位置する。床面からの掘り込みはきわめて浅いが、全体に瓢箪形となる。炉内にもピットが掘

り込まれていることから、建て替えに伴って炉が新たに設けられたものと思われる。前述した多くのピッ

トも建て替えを示すものであろう。覆土は自然堆積の様相を呈する。

遺物は、全体に散在しており、集中する傾向にはない。
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出土遺物

1は早期の条痕文系土器である。外面には粗い条痕がみられるが、内面はナデ調整される。胎土中に繊

維を多く含む。 2~14は前期黒浜式期の土器群である。 2 ・ 3 は口縁部片で、 2 はRL縄文、 3 はLR縄文

の原体を軸に撚糸を巻き付けたものであろう。4は単節、 5は無節の縄文を異方向に施文して羽状を呈す

るものである。 6 は横位の連続刺突文が施される。 7~11は撚糸文が施文される土器群である。 2 条単位

の撚糸文で、 9.10は格子状を呈する。12は4条単位の撚糸文となる。13. 14は半裁竹管による連続爪形

文で文様を描出する土器である。13は口縁部片で、浅い波状を呈する。

。
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SI -003 (第20図、図版3・14・16)

調査区ほほ中央、 23L-04グリッド付近に単独で、位置する。規模は、長軸5.2m、短軸4.5m、床面積19.2rri

を測る。主軸方向は、 N-210 - Eを指し、隅丸方形状を呈する。確認面からの深さは0.2m前後と比較的

浅い。床面はほぼ平坦で、、比較的堅織である。炉の周辺に硬化面が広がる。ピットは床面上に多数掘り込

まれているが、全体に浅い。炉は北壁側に位置する。掘り込みはほとんどないが、焼土の堆積がみられる。

覆土は自然堆積と思われる。

出土遺物

1・2は深鉢の口縁部で、 LRの単節縄文が全体に施文される。胎土中に繊維を多く含む。同一個体とな

る可能性が高い。 3は底部片である。 2条1単位の撚糸文が菱形状に配され、施文は底部の立ち上がり部

までみられる。 4は厚手の土器で、胴部が球形に近くなる特異な形態を示す。施文も特徴的で、口縁部か

ら胴部上半がLRの単節縄文、下半部は不鮮明であるが、 LR縄文と反撚りの縄文が観察される。胎土中に

繊維を多く含む。 5・6は無節の縄文、 7は2条単位の撚糸文が羽状に施される。

SI -024 (第21図、図版3・14・16・17)

調査区北側20K-34グリッド付近に位置する。規模は、長軸4.7m、短軸4.6mの不整形を呈し、床面積17.1

1討を測る。主軸方向は、 N-54.30 - Wを指す。確認面からの深さはO.1mほどと浅い。床面はほぼ平坦で、

比較的堅轍である。炉の周辺に硬化面が広がる。ピットはほぼ中央に 1か所確認されたが、深さ14cmほど

と浅い。炉もほぼ中央部に位置する。掘り込みはほとんどないが、焼土の堆積がみられる。覆土は自然堆

積と思われる。

出土遺物

l は推定口径32.4cmを測る波状口縁の深鉢である。施文はRL・LR縄文を交互に施して羽状となる。 2は

推定底径9.8cmを測る。全体に歪みが激しく、二次的に被熱している。全体に無節Rが施文される。 3は口

縁部から胴部にかけて遺存しており、内面は丁寧にナデ調整される。外面全体に無節Lの縄文が施文され

る。下位に被熱による赤化が顕著に認められる。 4-6は単節縄文がみられる一群である。 4はRL'LR縄

文を用いて羽状とし、 5'6はLR縄文となる。 7は不鮮明であるが、撚りの弱いLR縄文と思われる。 8

-llは無節縄文が施される一群で、 10には補修孔が穿たれ、 IIの口唇部には浅い刺突が加えられる。 12は、

上位に員殻背圧痕、下位に貝殻腹縁文が施される。 13は撚糸文、 14は疎らながらLR縄文がみられる。 15-

17は口縁部片である。 15は小さな波状口縁を呈し、単節縄文と無節縄文を併用し、 16は2条単位の撚糸文、

17は無節縄文が施される。 18は底部付近で、二次的に被熱している。施文は不鮮明で、粗い無節縄文がみ

られる。 19-33は撚糸文が施される一群である。 19-21は口縁部片で、 20は口縁部側から下位に向けて交

互に施文され、羽状を呈する。 23は器面が粗いため明確ではないが、縄軸に撚糸を巻き付けた付加条撚糸

文と思われる。 24は小さな波状を呈する深鉢で、推定口径34.5cmを測る。 2条単位の撚糸が交互に施文され

る。 25は大形の深鉢で、やはり 2条単位の撚糸が単一方向に施文される。棒軸と思われるが、縄軸の付加

条となる可能性もある。 26-32は撚りの強弱はあるが、 2条単位の棒軸撚糸文である。 33は平坦な口唇部

を有し、口唇部からかなり下位の位置に2条単位の撚糸文が施文される。 34は施文が浅いため明瞭ではな

いが、無節縄文が確認される。 35-38は無文の土器群である。 35・36の口縁部は尖頭状を呈する。 38は胎

土中に小砂粒を多く含み、砂質を帯びる。 39はRL縄文を地文とし、口縁下に半蔵竹管による押引き文が2

条加えられる。 40は、口縁下に2条の半裁竹管による沈線施文後にやはり半裁竹管による斜位の刺突文が

-28-
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加えられる。 竹管文帯の下位には明瞭で、はないが、無節縄文が観察される。 41~43は半裁竹管により文様

を表出するもので、 41は竹管内に刺突文が充填される。42は2条の連続爪形文と 2段の爪形文で文様帯を

表出するものである。文様帝下は半載竹管による押引きがみられる。45は連続爪形文で構成されるが、繊

維を含んでおらず、浮島式土器となろう 。 46~48は黒浜式期の土器の底部である。

S1 -025 (第23~27図、図版4 ・ 14 ・ 15 ・ 17~20)

調査区北側20J-07グリッド付近、 S1-024の北西25mほどに位置する。規模は、現存する東側で、6.2mを

測り、ほほ方形を呈すると思われる。主軸方向は、 N-320 -Wを指す。確認面からの深さは0.2mほどと

浅い。床面はほぼ平坦で、比較的堅織である。ピットは床面上に多数掘り込まれており、深さO.4m前後の

ピットが多く、柱穴になると思われる。炉は北壁側に位置する。長軸1.3m、短軸0.8mと大きく、皿状に掘

-30-



り込まれるが、中央部が一段低くなる。焼土は中央部分にみられる。覆土は自然堆積と思われる。

遺物は住居内全面から多量に出土しており、総破片数は2.500点を超す。

出土遺物

1は推定口径27.6cmを測る深鉢である。口縁部はほぼ直立し、胴下半部が急激に窄まる形態を示すが、全

体に歪みが顕著である。口縁部から胴部下位にかけて単節RL縄文が施文され、以下は無文となる。口唇部

にも縄文が施される。内面は丁寧にナデ調整される。 2は波状口縁を呈し、推定口径17.7cmを測る。遺存

部分では、 2条単位の撚糸文が施され、不鮮明であるが、縄軸に巻き付けていると思われる。胎土中に白

色小砂粒を多く含む。 3'4は胴部片で、 3は無節、 4は単節LR'RL縄文を併用して羽状としている。 5

は口径27.9cmを測る。口唇部は平坦に整形され、胴部に膨らみを有する。外面には3条単位の棒軸撚糸文

が全面にみられる。交互に向きを変えて回転しているため、山形及び菱形を呈する。 6は推定口径26.8cm

を測る深鉢の口縁部である。外面は無節縄文、内面はナデ調整される。口唇部にも施文されるが、器面が

粗いため明確で、はない。遺存部からすると竹管の刺突の可能性がある。 7は上げ底の深鉢である。施文は

全体に施され、胴部最大径より上部は3条単位の格子状の撚糸文、下部は2条単位の撚糸文が単一方向に

みられる。内面は丁寧にナデ調整される。 8~13は底部片である。施文方法には各種あり、 9 ・ 13は2条単

位、 10は4条単位の撚糸文が格子状を呈する。 8は2条単位の撚糸文を単一方向に施文する。 11・12は無

節縄文が粗くみられる。 14は小波状を呈する。全体に棒軸の無節縄文が施文されるが、底部近くには3条

単位の撚糸文が部分的にみられる。 15は口縁部に最大径を有する深鉢である。施文が浅いため明確ではな

いが、縄軸に無節縄文を巻き付けたものと思われる。 16は完形に近い深鉢で、全体に歪みがある。 15同様

文様が不鮮明で、あるが、無節縄文棒軸と思われる撚糸文が併用されているようである。 17は特異な形態を

示し、胴部が算盤玉状に屈曲する。口縁部下のくびれ部には鍔状の隆帯が貼り付けられる。口縁部と隆帯

上下には沈線間に半載竹管による連続爪形文が充填された文様帯が巡り、胴部全面には無節縄文が施され

る。胎土中に繊維が多く含まれる。 18~20は無節縄文と S 字状結節文で文様が構成される一群である。 21

~38は単節縄文が施された土器群である。 21~29はRL単節縄文で施文された口縁部片である。 22の口唇部

にはヘラ状工具による刺突が巡る。刺突は21にも部分的に観察される。 30はLR縄文と思われるが、不鮮明

である。 31~36はRL縄文の胴部片、 37 ・ 38はLR及びfRL縄文を交互に使って羽状としている。 39~42は無

節縄文の一群である。 43~54は無節縄文が施された口縁部片である。ほとんどが尖頭あるいは丸頭状の形

状を示すが、 43は平坦な口唇部となり、弱い押捺がみられる。 55~68は無節縄文で施文される一群である。

多くは無節 L の原体を用いている。 55~57は幅広の無節 L の原体で、撚りは弱い。 67 ・ 68は区画された下

位はを交互に施して羽状となる。 69~89は棒あるいは縄軸に原体が付加された口縁部の一群である。 69 ・

70はLRの縄文原体を軸に2条単位の撚糸を巻き付けたものである。回転方向を変えることによって羽状と

なる。いずれも胎土中に白色小砂粒を多く含む。 71・72は無節L原体を棒に巻き付けたものと思われるが、

72にはLRの単節縄文も位みられ、両者を併用しているようである。 73には3条単位の撚糸がみられる。 74

~76は69同様LR原体に無節縄文を巻いたものである。 78 ・ 79は不鮮明であるが、無節 L の原体が確認され

る。 81は、無節LとRの2種の原体を用いて菱形状の文様構成をする。 82は無節Lの比較的太い原体がみ

られる。 85は 2 条単位の撚糸が密に施される。 90~119は撚糸文が施される胴部片である。 90 ・ 91は無節

L と R原体を用いて羽状としている。 92 ・ 94は無節R 、 93は無節 L 原体となる。 95~98は、単節縄文を軸

に無節縄文を付加しており、付加は 2 条と思われる。 95の軸はLRである。 99~104 ・ 110は、撚糸文が密
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に施される一群である。99・100は棒軸で、 3条単位の無節LとRを交互に施して羽状としている。102・

103 も羽状となる 。 105~109、 111 ~115は 2 条~3 条単位の撚糸文が粗く施文される 。 111は撚りが弱いた

め不規則な条を呈している 。 116~119は施文が浅い。 117は無節 L を原体としているようである 。 他は縄軸

に 2 条単位の撚糸を付加しているものと思われる 。 120~125は無文とした一群であるが、 120には無節 L

が疎らにみられる。また、 123は波状口縁を呈し、貝殻復縁による刺突が不鮮明ながら確認される。121・

125の器面調整は丁寧で、ある 。 126~128は施文が浅く無文のようにみえるが、無節 Lが疎らに観察される 。

127は被熱による赤化が顕著である。129には無節Lがみられる。130は無文で、被熱による器面の荒れが顕

著である。131・132は同一個体となる可能性がある。単節RL縄文を地文とし、口縁部に数条の沈線が巡る。

133~135は半裁竹管による押し引き状の沈線や連続爪形文状の文様が施され、 133はLRの単節縄文を地文

とする 。 136~149は細い沈線によって文様が表出される一群である 。 136は推定口径15.5cmを測る小形の深

136 

144 

145 

161 

市

M
M166 

172 
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鉢である。斜位の沈線を組み合わせて格子状を呈する。 137は胎土等より136と同一個体になると思われる。

138・139は半裁竹管による浅い沈線となる。 141-149は胴部片である。 145・146はヘラ状工具による鋭利

な沈線、他は138と同様竹管による沈線表出である。 150は繊維を多く含み、細い単沈線と雑な刺突によっ

て文様が構成される。口唇端部には刺突が巡る。 151は刺突列と波状沈線を組み合わせたもので、繊維の混

入は少ない。 152-170は、半裁竹管による複数の連続爪形文が施される土器群である。多くは地文を無文

とするが、 167・168の竹管文下には付加縄文が施文される。この一群には比較的大粒の白色粒を多く含む

特徴がある。 171-175は繊維を多く含む土器の底部で、いずれも黒浜式期の所産である。 176は早期の沈線

文系土器である。貝殻腹縁文下に平行沈線が配され、口唇部には沈線が施される。

51 -026 (第28図、図版4・20)

調査区東側19M-43グリッド付近に位置する。北コーナ一部が撹乱されているが、規模は、長軸5.6m、

短軸5.lm、床面積21.5rrlを測り、隅丸方形状を呈する。主軸方向は、 N-480 - Eを指す。確認面からの

深さは0.2m前後と浅い。床面はほぼ平坦であるが、あまり良好な状態ではない。ピットは床面上にいくつ

か掘り込まれている。配置は不揃いであるが、各コーナー近くに位置するピットが柱穴になると思われる。

北コーナーの柱穴は小規模であるが、他は径0.5-0.7m、深さ0.3-0.4mlまどである。炉も明確ではないが、

北東側の柱穴聞に位置する掘り込みが該当すると思われる。長軸l.lm、短軸0.6mと比較的大きく、皿状に

掘り込まれる。覆土は自然堆積と思われる。

遺物は住居内全面から出土しているが、特に中央部分に集中する傾向がある。

出土遺物

1-3は2条単位の撚糸文が施文される。無節Rを原体とし、棒軸に巻き付けたものと思われる。 1は

推定口径15.2cm、3は底径9.3cmを測る。 4は単節LRとRL縄文を併用して羽状としている。 5-8は撚糸

文が施され、 6は波状口縁を呈する。 5・6・8は無節Rが2条単位でみられ、軸は明確ではないが、部

分的な観察から、 RLの単節縄文を用いているようである。 7はRL縄文にO段rを付加している。 9.10は

無節Lの縄文がみられる口縁部である。胎土中に繊維を多く含み、同一個体となる可能性が高い。 11-13

は反撚LLで施文される口縁部片で、 13には補修孔が穿たれる。 14・15は胴部片で、 14には無節L縄文、 15

も上位に無節Lがみられる。 16-18は無節LとRを併用して羽状としている。波状口縁を呈し、胎土等よ

り同一個体と思われる。 19・20は貝殻圧痕で施文されるものと思われる。 21・22は付加条撚糸文と無節R

を用いて格子状を呈する。 23は無節Lを密に施文している。 24は単節LRとRLの羽状縄文を地文とし、半載

竹管による刺突列を平行に加えている。 25は無文、 26は半裁竹管による波状文と沈線文で構成される。 27

は単節LRを地文とし、竹管による円形刺突列が付け加えられている。繊維が含まれておらず、胎土等も黒

浜式期とは異なっており、諸磯式期の所産と思われる。 28は、幾何学的な細沈線と刺突の組み合わせで構

成される称名寺2式期の土器である。 29・30は黒浜式期の底部片である。

51 -027 (第29図、図版4・15・21)

調査区東側18L-85グリッド付近、 51-026の北西40mほどに位置する。規模は、長軸3.lm、短軸3.0m、

床面積8.2rrlを測り、小形の正方形状を呈する。主軸方向は、 N-450 - Eを指す。確認面からの深さはO.lm

前後とかなり浅い。床面はほぼ平坦であるが、硬化面は確認されず、比較的軟質である。ピットは各コー

ナー近くに4か所掘り込まれ、いずれも柱穴になると思われる。北東側の2本は深さO.lmほどと浅く、南

西側の2本は深さ0.4-0.5mと深くなる。炉は床面ほほ中央に位置し、径O.4m、深さO.lmlまどを測る。底
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面の被熱痕や硬化した面が少ないことから、使用期間は短かったものと思われる。覆土は自然堆積と思わ

れる。

遺物は住居内全体から出土しているが、特に南西側に集中する傾向がある。

出土遺物

1は推定口径28.5cmを測る深鉢で、口縁部は不規則な小波状を呈する。口縁部から胴部にかけて、 2条

単位の撚糸文がみられる。口縁部から最大径部までは、LR及び~Lの単節縄文に無節R と L を付加した原体

を併用して全体に菱形状の構成を示す。以下は、棒軸に撚糸を巻き付けた原体で施文していると思われる。

底部近くは、 0段のr及び lが確認される。胴部内面のナデは比較的丁寧である。 2は推定口径23.3cmを

測る深鉢で、口唇部は緩やかな波状を呈する。施文は、反撚LLにO段の lを付加した原体によって行われ

ているが、口唇部直下には2条単位の撚糸文がみられる。 3も緩やかに波状を呈し、繊維を多く含む。口

縁部はヨコナデされ、以下には無節Lが疎らに浅く確認される。 4は推定口径17.9cmを測る小形の浅鉢で

ある。 2条単位の撚糸文が全面にみられる。 5は2条単位のLとRの撚糸文を併用して羽状を呈する。 6

は不鮮明であるが、無節Rを地文とし、 2条単位の撚糸文を加えているようである。 7は無節の軸縄を用

いた2条単位の撚糸文がみられる。 8-16は2条-4条単位の撚糸文が施される一群である。 11は撚糸が

密に施文され、 15は4条単位の撚糸となる。 16はLRの単節縄文に撚りの細かな4条単位の撚糸を付加した

原体を用いている。 17は無文、 18は無節Rとなろうか。 19・20は、格子状を呈する単沈線が施されており、

同一個体と思われる。 21-23は、半裁竹管による複数の連続爪形文が施文される土器である。

第2節 竪穴住居跡出土石器(第30・31図、図版25・26)

‘ー

j 盆 A~A
Z25雌ー132b く〉 425即∞3

〈二〉

jd島AlA，孟一一

L二三戸

J5sI-027一山く〉 63手間-129 ' ぉ

。
8 SI-∞ト14
剥片

安山岩

(2/3) 5cm 

第30図竪穴住居跡出土石器(1)

-40-
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1~7 は石鍛で、 1~4 ・ 6 はチャート、 5 . 7 は黒曜石製である。 1~3 は二等辺三角形を呈し、 1

は大形となる。 1. 2は扶りが浅く、 3は扶りがやや深くなる。 4は大形品で、扇平な縦長の五角形に近

い形状を呈する。 5は三角形鍛で、片側を欠く。 6も三角形鍛であるが、脚部の扶れが半球形状を呈する。

いずれも縄文時代前期の竪穴住居跡から出土している。

8は安山岩製の大形剥片である。 9は頁岩製の石斧で、原石に近い素材を用い、剥離によって刃部を作

出している。 10・11は安山岩製の磨石である。 10は側面に摩耗痕及び部分的な剥離がみられ、 11は表裏面

に窪みが残る。 12は安山岩製の石皿片である。側面付近の遺存のため研磨痕はほとんどみられないが、表

面に窪みが残る。 13は蛇紋岩製の磨製石斧で、頭部及び刃部を欠く。全体に丁寧に研磨される。 14・15は

砥石であろう。 11・14のみが縄文時代前期、他は古墳時代前期の竪穴住居跡出土である。混入品と思われ

るが、当該期の所産の可能性もある。

10 SD-∞4 (K) -2 
磨石

安山岩

「ャ-， ~ 

花守3Gヘ-a
C3c与え¥
"ド了.. ーゴノ
V'  

J 
11 SI-020-39 
磨石

安山岩
トー一一一一一一一一一一→

12 SI-020-39 
石皿
安山岩

。

第31図 竪穴住居跡出土石器 (2) 
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第9表縄文時代石器属性表(1)

挿図番号 グリッド・遺構 遺物番号 器 種

第30図1 51 -25 88 石鍛

2 51-26 132b 石鍛

3 ? 3 石鎌

4 51-26 132a 石録

5 51-27 111 石鍛

6 51-27 129 石鍛

7 51 -1 38 石鍛(脚のみ)

8 51-8 14 剥片

9 51 -12 7 打製石斧?

第31図10 5D-4 2 磨石

11 51-24 81 磨石

12 51 -20 39 石皿

13 51-3 47 磨製石斧

14 51-25 56 砥石

15 51-9 41 砥石

第3節土坑

SK -008 (第32図)

調査区南西端26L-76グリッドに位置し、

S1 -005により南西側をやや削平される。長

軸2.0m、短軸1.3mの楕円形を呈し、深さ

3.2mを測る。覆土中にロームブロックを多

量含んでおり、埋め戻された可能性が高い。

陥穴になると思われる。

出土遺物

深鉢形土器の底部のみ図示できたが、本

遺構に伴うものではなかろう。上部を沈線

で区切られた隆帯上に連続爪形文が施され

ている。胎土中に白色粒・雲母粒を含む。

阿玉台式期の所産であろう。

石 材 重量(g) 標高(m) 備 考

チャート 1.84 

チャート 0.92 

チャート 1.09 遺構番号不明

チャート 2.69 

黒曜石 0.34 縦半分

チャート 0.83 

黒曜石 0.30 

安山岩 25.43 

頁岩 42.33 被熱によるはじけあり

安山岩 264.91 

安山岩 265.44 敵打痕あり

安山岩 216.80 

蛇紋岩 334.40 

砂岩 460.14 

凝灰岩 504.35 

⑧ 
A A' 

。 (114) 10cm 

A 子20.7m

。 (1/60) 3m 

第32図 SK-008 
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第4節 グリッド出土縄文土器(第33-36図、図版15・21-25)

本遺跡からは、前期を主体として、早期から後期までの土器が確認される。

第I群土器(1-4)

早期の条痕文系土器である。 1-3は表裏とも条痕を地文とし、表面に竹管による刺突が充填される。

2には、頂部に刻みを施した隆帯が巡る。 4は密な条痕が施文される。

第E群土器

本遺跡出土縄文土器の主体を占める前期の土器を本群とした。

第1類 (5-74)本遺跡で最も出土量の多い黒浜式土器を本類とした。全体の縄文土器片総量の72%を占

める。

第1種 (5-12)単節縄文が施される一群である。 5-8は口縁部で、 5・6は波状口縁を呈し、 RLの単

節縄文が施される。 9は推定口径20.2cm、器高l1.1cmを測る浅鉢で、無節L縄文が全面に施文される。胎土

中に繊維を多く含む。

第2種 (13-24)無節縄文が施される一群である。 13-19は口縁部で、無節L (14-16、19)と無節R (13、

17、18)の両者がみられる。 20-24は胴部片で、 23・24は無節RとLを併用して羽状となる。

第3種 (25-49、56-58)撚糸文が施される土器群である。 25は施文が浅いが、無節Lの細かい付加状縄

文と思われる。 26-49は縄文を軸に付加したものと、棒軸のものの両者がみられる。 26はRL縄文に撚りの

弱い無節Rを2条付加している。 28は棒軸で、 2条単位の撚糸文を格子状に施文する。 30は3条単位の撚

糸文を格子状に配する。 31は2条単位の撚糸文が比較的密に施される。 36は太めの単節縄文に3条単位の

撚糸文を付加した原体を用いている。 37-39はLとRの原体を用いた2条の撚糸のため、矢羽根状を呈す

る。 40-49は細かい撚糸を用いて、比較的密に施される。 50-52は施文が雑で、部分的に無節縄文が確認

される。 56-58も雑な施文である。

第4種 (53-55)無文と思われる一群であるが、 54にはきわめて浅い撚糸が若干みられる。

第5種 (59)貝殻背圧痕による細かな刺突が全体に確認される。

第6種 (60-63)黒浜式期の土器の底部である。胎土中に繊維を含む。

第7種 (64-74)半裁竹管によって施文された土器群である。 64-66は弧状あるいは直線的に刺突列がみ

られ、 68も同様の施文法と思われる。 67・69・70は細かな連続爪形文となり、 67には波状の沈線、 69の口

縁部には刻みが施される。 71・72は平行沈線を集合的に施すタイプで、口唇部は平坦となる。内外面とも

平滑にナデ調整される。 73・74は胎土中に長石粒を多く含む特徴がある。比較的密な連続爪形文がみられる。

第2類 (75-78) 浮島式土器である。 75-77は三角文を施す一群で、浮島田式に相当する。 78は貝殻波状

文となる。

第3類 (79-99) 興津式土器である。 79・80は口縁部に短沈線による刻みが施され、以下に貝殻復縁に

よる刺突が2段確認される。浮島皿式となる可能性もある。 82は員殻復縁文を細沈線によって区画するも

のである。 83-89は口縁部に刻みを有し、以下に半裁竹管による沈線や刺突、連続爪形文が施文される一

群である。 83はすべての沈線が押し引き状に施され、 85には地文として員殻背による連続圧痕がみられる。

88は折り返し口縁を呈する。 89の口縁部の刻みは半裁竹管によって雑に施され、以下に三角文がみられる。

浮島E式期の可能性がある。 91・92は半裁竹管による連続刺突文が多条施される。同一個体である。 93は

密な多条の細沈線聞に連続爪形文がみられる。 94-99は、細沈線により三角形あるいは菱形状に区画され、
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半裁竹管や貝殻復縁による刺突が加えられる。

第4類 (100、101) いわゆる下小野式土器に含まれる。 100は折り返し口縁で、無節L縄文が、 1011まいわ

ゆる綾洛文を施すものである。

第皿群土器

縄文時代中期の土器群を本群とした。

第1類 (102) 阿玉台式期に含まれる。連続爪形文が加えられた隆帯による区画内に間隔の密な爪形文や

波状文が充填される。胎土中に、長石粒や雲母粒を含む。

第2類 (103-122) 加曽利E式期の土器を主体とする。 103・104は単節LR縄文で施文され、 105の口縁部

には棒状工具による刺突列が確認される。 106・108は隆帯、 110-112は垂下する集合沈線がみられる。 113

-119は胴部片で、 119は沈線による渦巻き文が施される。

第町群土器

縄文時代後期の土器群を本群とした。

第1類 (120-126) 称名寺式期の土器である。 120・121は波状口縁の把手で、 120は8の字状の隆帯が貼

り付けられる。 123・124は細沈線と刺突の充填で文様が構成され、 125は口縁部が内屈する。

第2類 (127-136) 堀ノ内式期の土器である。 126はLR縄文を地文とし、沈線で区画する。 127も太沈線

と縄文の組み合わせである。 128・129は無文、 130は2条の沈線下にLRの単節縄文が施される。 131・132

は細沈線が曲線的に施文され、 133-136は単節縄文を地文とし、幾何学的な沈線が配される。

第3類 (137-160) 加曽利B式期の土器である。

137は、口径28.2cmを測る深鉢で、条線文を地文とする。口縁部及び頭部下端に押捺を加えた細紐が貼り

付けられる。 138-141も条線を地文とする一群で、やはり貼り付けが粘土紐の貼り付けが施される。 142-

145は口縁部片で、沈線と磨消縄文で文様が構成される。 142・145は口縁部が内屈し、 145の口唇部には癌

状突起がみられる。 143は口縁部下の2条の平行沈線聞に刻みが巡る。 146-148は胴部片で、 147には刻み

が施される。 149-155は太沈線あるいは細沈線により文様が表出され、 150にはLRの細かな単節縄文がみ

られる。 154は口縁部の沈線が矢羽状を呈する。 157-159は平行沈線と磨消縄文で文様が構成され、縦長の

癌状突起が貼り付けられる。 160は無文で、補修孔がみられる。

第4類 (161-173) 後期安行式期の土器である。

161は推定口径17.5cm、器高21.6cmを測る小形の深鉢で、ある。口縁部に沈線が巡り、以下は条線文が施さ

れる。底部は小さな上げ底となる。 162-164、166-168は口縁部外面に刻みが巡り、刻み下は沈線で区画

される。以下は条楳あるいは浅い集合沈線が加えられる。 168の刻みは半裁竹管による押し引き状を呈する。

162には補修孔が穿たれる。 170は波状を呈するものと思われる。細かいRLの単節縄文を地文とするが、口

縁部は磨り消されて無文となり、沈線による区画が加えられる。 173は口縁部外面に細かい刻みが施され、

無文部を挟んで無節縄文がみられる。

第V群土器

縄文時代晩期の土器を本群とした。

第1類 (174-181) 晩期安行式期の土器である。

弧状を呈する沈線が主文様として施文される。 175は口縁部が肥厚し、突帯部に刻みが巡る。 179は沈線聞

に刻みが充填される。 180・181は同一個体で、口縁部がくの字状に外反する。口唇部には浅い刻みが部分
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。 (1/4)

第36図 グリッド出土縄文土器 (4) 

的に施され、胴部には不規則な沈線が加えられる。

第2類 (182. 183) 荒海式期の土器である。

同一個体となる可能性があり、口縁部には横位の条痕、胴部には縦位の条痕が施される。胎土は砂質を

帯びる。

第5節 グリッド出土石器(第37・38図、図版25・26)

1~5 は石鍛である。 1 はチャート製で、長さ4.lcm、重さ 2.64g を測る大形品である。 二等辺三角形を呈

し、挟りは鋭く深い。2は正三角形状、 3・4は二等辺三角形状を呈する。5は頁岩製の石鎌で、脚部を

欠く。側縁部が挟れているが、調整段階の破損と思われる。 6.7は尖頭器で、 6はチャート、 7は安山

岩製である。6は基部を欠くが、丁寧に調整される。7は基部及び先端部を欠く。調整は比較的雑であり、

欠損は調整段階のものと思われる。8は黒曜石、 9は安山岩製の二次加工のある剥片 (RF)である。 10は

ホルンフェルス製の打製石斧である。部分的な遺存であるが、その形状から、分銅形となるものであろう。

刃部の表皮部分には弱い研磨痕がみられる。11は珪質頁岩製の使用痕のある剥片 (UF)である。12はチャ

ート製の剥片、 13は頁岩製の石核である。14は重さ46.7gを測る大形の石匙である。上端部に自然面を残

し、全体に丁寧な調整が施される。頁岩製である。15は肩平な形状で、表裏面ともに磨面があり、数カ所

窪みもみられる。本来の用途としては石皿と思われる。緑泥片岩製である。16は台石であろう。裏面は平

坦に整形され、表面には研磨痕が全体にみられる。17は用途不明の軽石、 18は安山岩製の敵石である。
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第10表 縄文時代石器属性表 (2) 

挿図番号 グリッド・遺構 遺物番号 器 種 石 材 重量(g) 標高(m) 備 考

第37図1 23L-23 2 石鎌 チャート 2.63 一括

2 250-00 2 石銀 珪質頁岩 1.40 

3 25M-83 l 石鍛 珪質頁岩 0.98 

4 24N -51 1 石鎌 チャート 1.44 一括

5 25L-05 1 石鎌 頁岩 0.88 

6 26L-30 l 尖頭器 チャート 4.90 一括

7 23K -51 4 尖頭器 安山岩 8.36 20.372 

8 24K-02 2 RF 黒曜石 2.41 20.409 

9 23K -51 3 RF 安山岩 20.45 20.416 

10 24L-41 1 打製石斧 ホルンフェルス 80.29 一括

11 26L-30 2 UF 珪質頁岩 16.83 一括

12 24M-42 3 剥片 チャート 1.83 20.446 

13 25N-0l l 石核 頁岩 6.27 

14 23L-44 l 石匙 頁岩 46.72 一括

23N-45 1 19.505 

23N-45 2 19.417 

第38図15 23N-45 3 石皿 緑泥片岩 2180 19.353 同一個体

23N-45 4 19.380 

23N-45 5 19.455 

16 250-12 8 台石 砂岩 1510 

17 ? -2? 16 ? 軽石 軽石 9.85 番号不明

18 19L-49 1 敵石 安山岩 397.l7 

第6節 グリッド出土土製品 (第39図)

1 .2は土器片を利用した円盤である。 1はLRの単

節縄文、 2は無節縄文が粗く認められる。前期黒浜期

の所産と思われる。

C戸〉
(ょ==Jj

。 (1/2) 5cm 

第39図 グリッド出土士製品
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第4章古墳時代

第1節竪穴住居跡

SI -004 (第40図、図版5・27)

25N -51グリッド付近に位置する。規模は一辺4.4mを測り、正方形を呈する。確認面からの深さはO.1m

ほどと浅い。主軸方向はN-41.00 - Wを指し、床面積は19.1rriを測る。床面はほぼ平坦で、比較的堅轍で

ある。壁溝は検出されなかった。柱穴は対角線上に4本配置され、南側に比して北側の柱穴が小さい。南

東壁際中央にピットが確認された。深さは浅いが出入口に伴うものと思われる。炉は確認されなかった。

遺物は床面全体に散在している。

出土遺物

1は壷の頚部から胴部上位の一部の遺存である。外面は磨滅が著しい。 2-9は蓋である。 2はS字口

縁部片で、口唇部が上方向に摘み上げられるタイプである。胎土の違いからも東海産と思われる。 3は口

縁部が直線的に聞く。 4は口唇部が肥厚して長く伸び、くの字に外反する。二次的に火を受けており、煤

の付着が著しい。 5は口縁部が短く端部で緩やかに外反する。ハケ目がしっかりと残っており、口縁部を

最終的にナデて、ハケ日が消されている調整痕が明らかに確認できる。 6-8はくの字に強く外反する口

縁部片である。口唇部がほぼ直角に短く摘み上げられているのが特徴である。特に6・7は強く摘み上げ

られており、内面に稜線が形成されている。このタイプの霊は、「受け口」状口縁蓋と称される一群で、調

整はきわめて丁寧である。 9は大形の妻、 10は小形の台付き聾の台部のみの遺存である。 11は小形の蓋で、

ミニチュアとなろう。

SI -005 (第41図、図版5・27)

25N -94グリッド付近に位置する。規模は一辺3.3mの小形の正方形を呈する。確認面からの深さはほと

んどない。主軸方向はN-21S-Eを指し、床面積は10.1rriを測る。床面はほぼ平坦で、、比較的堅轍であり、

炉の周辺に硬化面がみられる。壁溝は検出きれなかった。床面上にピットが数本掘り込まれるが、不規則

である。 深さ0.2-0.5mと一定していない。炉は東壁コーナー近くに検出された。掘り込みはほとんどなく、

焼土のみの遺存である。

遺物の出土は少なく、壁際の覆土中より聾・手担ね土器が認められる。

出土遺物

1は器台の台部で、ハの字に聞く。台部中位に3か所、透孔が穿たれている。 2は壷で、球形の胴部の

中位から突出した底部までの遺存である。 3・4は蓋で口縁部のみの遺存である。口唇部を上方に短く摘

み上げた形状であるo 5・6は台付き斐で、 5は胴部のみの遺存で、最大径が胴部中位よりやや下に位置

している。 6は胴部中位に最大径を有し、台部は僅かに内湾ぎみにハの字に開く。 7は手担ね土器である。

8は土製の勾玉で、孔の半分から欠損している。

SI -006 (第42図、図版5・27)

26N -32グリッド付近に位置する。規模は長軸5.7m、短軸5.2mで、ほほ正方形を呈している。主軸方向は

N -57.00 - Eを指し、床面積は27.4rriを測る。確認面からの深さは0.6mと本遺跡では深くなる。床面はほぼ
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SI -004 第40図

平坦で、、硬化面は住居中央の大部分を占めている。壁溝は南東側の一部を除きほぼ全周している。柱穴は

対角線上に4本配置される。掘り方の径は小さいが、深さはO.6-0.8m程度と比較的深く、周囲に浅いピッ

トを伴っており、補助柱穴を伴っていたと考えられる。東コーナー近くに貯蔵穴と思われるピットが検出

された。径O.4mのほぼ円形で、深さO.7mを測る。炉は北東側の柱穴間で確認された。土器片が3片立てら

れており、燃焼効果を高める炉壁として利用されたものと思われる。壁に沿って 5cm程度の厚みの焼土が

3か所に検出された。

遺物は多く、床面又は覆土下層からの出土で、全体に散在している。

出土遺物

1-3は浅い小さな器受け部にハの字状に1-4は器台である。全て上下貫通孔の無いタイプである。

4は若干深めになるであろう器受け部に直線聞く台部が付く。台部上位に3か所の透孔が認められる。

5・5-9は高杯である。的に開く台部が付く。穿孔は台部上位に 3か所ある。赤彩が施されている。

6の杯部は同様の形状で、小さな底部を持ち直線的に外上方に聞き、底部と体部の境に明確な稜線を有

6・7は5の脚部は裾部が大きく開くタイプである。穿孔は3か所で脚部上位に穿たれている。する。

8の脚部は長く直線的に開く。 10-12は壷である。 10は折り返放射状の丁寧なミガキが施されている。

し口縁の一部の遺存である。 12の底部は突出しているのが特徴である。 13・14はいわゆる増である。丁
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寧なミガキが施されている。 15-20は聾である。 15は口唇部を上方に摘み上げた形状を呈している。 16

はやや長胴で、胴部上位に最大径を有し、 17は球形の胴部で口縁部は短くくの字状に屈曲する。 21-28

は台付き聾の台部である。 22は若干長めであるが他は短くほほ直線的にハの字に開く形状である。ほと

んどが内外面にハケ調整を施しており、ハケ目が明らかに確認できる。 29は手担ね土器で、内面のヘ

ラ痕が目立つ。 30はミニチュア土器である。筒状の胴部で口縁部が若干外方向に摘み上げられている。

SI-∞7 (第43図、図版6・28)
26N-Olグリッド付近に位置する。規模は長軸5.5m、短軸4.0mでやや長方形を呈している。主軸方向

はNー50.00 - Eを指し、床面積は12.5rrlを測る。確認面からの深さは0.3-0.4mである。床面はほぼ平坦で、

硬化面は住居中央の大部分を占めている。壁溝は検出きれない。柱穴は対角線上に不規則に3本検出され

ている。炉と思われる掘り込みは確認されなかった。焼土は、覆土中層と壁際の床面近くに検出されたが、

床面・壁面とも火を受けた痕跡は認められない。これらの焼土は、住居廃絶後の投棄と思われる。覆土は

自然堆積の様相を呈する。

遺物量は少なく、ほとんどが覆土中からの出土である。住居跡南西コーナー付近の覆土中から、鏡表面

を外に向けた状態でほぼ垂直に青銅製の佑製鏡が出土している。ミニチュア土器が多く、特に、東コーナ
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一部に集中する傾向がある。小形佑製鏡とともに、祭把的な遺物と考えられる。焼土も含めて覆土中から

の出土がほとんどであり、本住居内ではなく、屋外祭杷に伴う遺物群が一括して本住居に投棄されたもの

と考えられる。

出土遺物

3は小形の椀である。若干の上げ底が形成され、体部から口縁部にかけて内湾しながら立ち上がる。1. 

2・4は査である。4は口縁部を欠くが、くの字状に開く口縁を有するものと考えられる。外面には丁寧

なミガキが施されている。3は磨滅が著しく調整は不明瞭であるが、口縁内部と外面には赤彩の痕跡が確

認できる 。 5~14まではミニチュア土器である 。 5~8 と 10は作りが粗雑で、あるが、 9 の器台と 11の査の

口縁部、 12の無頚壷と13の査は作りが精巧であり、粗雑な杯形のものと区別される。特に器台、査の口縁、

無頚査には赤彩が施される特徴がある。14の鏡の法量は、面径4.lcm、反り0.8mm、紐径l.lcm、紐厚4.8mm、内

区面厚0.9凹、縁厚1.4mmを測る。形式的には素文鏡に含まれるが、外区と内区の境には明瞭な段が形成され、

いわゆる広縁のタイプと思われる。内区には、部分的に圏線を示すような高まりがみられる。

SI -008 (第44図、図版6)

26M -47グリ ッド付近に位置する。規模は長軸4.5m、短軸4.3mで、ほほ正方形を呈している。主軸方向は

N -64.00 - Wを指し、床面積は15.9rriを測る。木の根による撹乱が激しく壁面、床面とも明確には捉えら

れなかった。住居に伴う柱穴・炉・壁溝等の施設は検出できなかった。住居中央部の覆土中に部分的に焼

土が厚く遺存している。覆土中にロームブロックを多く含み、人為的な埋め戻しの可能性がある。

遺物の出土は少なく、実測できたのは 1点のみである。
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出土遺物

1は器台の台部片である。器受け部との接合面に、接着力を高めるために施したハケ目状の擦痕が確認

できる。

51 -009 (第45図、図版6・7・28)

25M -89グリッド付近に位置する。規模は長軸4.2m、短軸3.9mで、ほぼ正方形を呈している。主軸方向は

N-48.00 -wを指し、床面積は15.0ぱを測る。確認面からの深さ0.5-0.6mと比較的深い。床面はほぼ平坦

で、硬化面は柱穴聞に全体に広がっている。壁溝は検出きれなかったが、壁に沿ってコの字状に幅0.2-0.3

m、深さO.lmほどの溝が確認された。拡張住居を示すものと思われる。柱穴は対角線上に4本配置される。

深さは0.2m程度と浅いが、その配置から柱穴と判断した。北コーナー近くに貯蔵穴と思われるピットが検

出された。長軸0.7m、短軸0.4mの楕円形を呈し、深さは0.5m程である。炉は北側に偏って確認された。長

軸0.80m、短軸0.6mの不整な楕円形を呈し、深さ0.2mの皿状の掘り込みを呈する。覆土下層から多量の炭

化材・炭化物が検出された。また、焼土はこれらの炭化材を覆うように堆積している。炭化材は中央に向

けて放射状に遺存しており、垂木と思われる。また、北側には壁に平行にのびる炭化材があり、梁と考え

られる。住居南西側には炭化材上に茅材の炭化物が広範囲に広がっている。茅も中央に向かつて遺存して

おり、屋根を葺いたものと思われる。全体に屋根材が良好に認められる。覆土中にローム粒・ロームブロ

ックを多く含み、人為的な埋め戻しの様相が伺える。

遺物はほとんど床面直上からの出土である。器台は炉の北側に集中し、ミニチュア・手担ね土器は壁沿

いに散在している。

出土遺物

1-5は器台である。 1-3は完形または完形に近い遺存である。小さく浅い器受け部で中空のタイプ

一 57-



-回

-切

。

10 

i切

-切

10 

⑧ 

12 ^ I 

_q:> 

×材'

一一・，20.4m 

1・9

(1180) 4π1 

連311W12 凶 16

本立区と邑

0 (111) 2cm 

第45図 SI-009 

2 

3 

である。台部はハの字状に大きく聞き、上位に3か所の透孔が穿たれている。2・3の口唇部は平坦に面

取りされる特徴を有している。調整は3点とも同様で、ハケ調整ののち丁寧なミガキが施されている。6・

7はいわゆる柑の口縁部である。胴部への移行部で欠損している。2点とも内外面丁寧なミガキが施され

ている。8は壷の口縁である。折り返し口縁で粗いハケ調整痕が全面に施されている。9は小形の輩であ

る。胴部中位に最大径を有する球形の胴部である。口縁部はくの字状に直線的に屈曲する。内外面全面に

丁寧にハケ調整が施されている 。 10~15はミニチュア土器である 。 10 ・ 11は査である 。 10は胴部が算盤玉状

の形状で、口縁部はくの字状に屈曲して外方向に伸びる。口唇部で若干摘み上げられている。11は口縁部

がくの字状に聞き、端部でブk平方向に稜を有して屈曲するところで欠損している。胴部の下位には小孔が

穿たれている。焼成前のものである。きわめて小さいにもかかわらず、調整は非常に丁寧で、、ハケ調整の

後ナデが施されている 。 12~15は器台である 。 12は器受け部で、手担ねに近いっくりである 。 13~15は台

部で、ハの字状に直線的に開く 。ハケ調整ののちナデまたはミガキが施されている。16は手担ね土器で、粗

雑なっくりである。17は土玉である。
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SI -010 (第46図、図版7)

25M -96グリッド付近に位置する。規模は長軸3.3m、短軸3.2mを測り、小形の略正方形を呈している。

主軸方向はN-54.00 - Eを指し、床面積は9.0rrl を測る 。 確認面からの深さはO.l~0.2m と浅い。 床面は全体

に凹凸がみられるが、硬化面が住居跡南側で確認できた。壁溝・柱穴は検出されなかった。炉は東コーナ

一近くに偏って位置しているが、掘り込みはほとんどない。長径0.4m、短径0.3mの楕円形を呈する。

1の高杯が炉に接して出土したのみである。遺物は少なく、

出土遺物

1は高杯の杯部である。小さな底部から体部は直線的に外上方に開く。体部下端に明瞭な稜線が認めら

れ、内外面ともにミガキが施されている。

⑧ 
ヘ向

~ 
〉くや

-回-切

10cm (114) 。

A' 

。 j

轡 1。¥， --------@!-A 

-ロ-切

十20.6mA 

SI -010 

4m 

第46図

(1180) 。

SI -011 (第47・48図、図版7・28・29)

26M -65グリッド付近に位置する。規模は長軸4.3m、短軸4.0mで、ほぼ正方形を呈している。主軸方向

はN-108.00 - Eを指し、床面積は16.3rrlを測る。確認面からの掘り込みは浅い。床面はほぼ平坦で、あるが、

硬化面は認められない。壁溝は検出されなかった。柱穴は北東コーナーを除き、不規則に3本コーナー近

くに認められた。他の住居に比して柱穴の掘り方は大きい。炉は南東部に大きく偏った位置で確認されたO

長軸0.7m、短軸0.6mで

遺物は多く遺存していた。住居の東側半分に集中し、床面又は若干浮いた状態で出土している。

出土遺物

1は内湾気味に立ち上がる器受け部で、台部はハの字状に聞くが、裾部でさら1~8 は器台である。

2は器形と

3は台部のみの遺

に大きく開く。中位に 3か所の透孔が確認できる。内外面丁寧にミガキが施されている。

しては 1に類似するが、上下貫通孔が穿たれ、台部内面を除き赤彩が施されている。

に
d
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存である。上下貫通孔が穿たれ、 1. 2に比べて裾部の聞きが大きいのが特徴である。 6は器受け部

の遺存で、口唇部を上方に摘み上げている。上下貫通孔を有し台部上位に3か所の透孔が穿たれてい

る。 7は口唇部が面取りされており、内面に稜線が認められる。 8は磨滅が著しいが、 1とほぼ同様の

器形を呈している。 9. 10は高杯である。 9は脚部上位に 3か所の透孔を有し、ハの字状に緩やかに

外反しながら開く。 10は杯部のみの遺存で、小さな底部から直線的に開く体部である。体部下端には

明確な稜線が認められる。 11-19は壷である。 11・12は折り返し口縁の付くタイプである。 13-19は

いわゆる増である。 13は胴部の中位よりやや下に最大径を持ち、口縁部は長くほぼ直線的に外方向に

開く。 14は胴部上位に最大径を有する器形で、口縁部は若干内湾しながら立ち上がる。 19は同一個体

と思われる2個体を図上で復元した。球形の胴部で、外面はヘラケズリの後丁寧に縦方向にミガキを施

している。 20-27は蓋である。 20-22は、口唇部がほぼ直角に上方向に摘み上げられる器形で、いわ

ゆる「受け口状J口縁と称される一群である。 20は口縁部がくの字状に外反するのに対し、 21・22は

「コ」の字状に近く外反するタイプである。 20は球形の胴部で、内外面ともに細かいハケ目の調整が施

され、胴部下位は後にヘラケズリが加えられている。外面全面に煤の付着が著しい。 22は小形品とな

る。 23-26はほぼ同様の口縁部でくの字状に屈曲している。外面には全て細かいハケ調整が施されてい

る。 27はハケ目が粗いのが特徴で、口縁部の屈曲も外反気味である。 28・29は台付き聾の台部のみの遺

存である。 30は焼成前に開けられた単孔タイプの甑である。 31はミニチュア土器でつくりが丁寧である。

51 -012 (第49・50図、図版8・29)

26M -43グリッド付近に位置する。規模は長軸6.6m、短軸5.7mを測り、長方形を呈する。主軸方向はN

-41.00 - Eを指し、床面積は34.7rriとやや大形になる。確認面からの掘り込みはO.4mで、ある。床面は平坦

で、柱穴聞に硬化面がみられる。壁溝は、北壁及び西壁を中心に確認される。柱穴は対角線上に4本検出

された。掘り方の径が0.3mtまどと小さいものの、深さが0.8mと比較的深いピットも確認された。炉は北東

の柱穴問、やや西寄りに位置する。長軸0.8m、短軸0.5mを測る楕円形を呈し、床面からO.lmほど皿状に

掘り込まれる。東コーナー近くのピットは貯蔵穴と思われる。東側と西側の壁付近に多くの焼土が検出さ

れた。焼土の堆積は3cm前後で、その下にはローム粒の混じった暗褐色土が堆積していた。また、焼土中

には、幅2-3cm、長さは5cm程度の炭化材が僅かに混入している。このような状況から、この住居は焼

失住居であると考えられる。覆土は自然堆積の様相を呈する。

遺物は東コーナー付近の貯蔵穴北側、焼土中から集中して出土している。

出土遺物

1-4は器台である。 1-3はほぼ同様の器形を呈しており、小さい器受部に長い台部が付くタイプで

ある。器受け部は浅く皿状で、台部上位に3か所の透孔が穿たれている。 4は台部のみの遺存である。高

さは低くハの字状に外反しながら開く裾部である。 5.7・9・10は査である。 5は底部から胴部下位の

遺存で球形の胴部になると思われる。内外面ミガキが丁寧に施されている。 6は口縁部片であるが、叩き

が確認できる。 8は小型の聾である。内外面ともに器面の荒れが著しい。ハケ調整ののち、胴部外面下位

にはヘラケズリが施されている。 11-14は台付き聾である。 11は内外面ともに細かいハケ目が明確に残る。

口唇部がほぼ直角に摘み上げられており、いわゆる「受け口状j口縁の形態を示す。 12-14は口縁部がくの

字に屈曲し、胴部内面を除きハケ調整が施されている。外面に煤の付着が認められる。胴部の形状は、 13

と14はほぼ球形であり、 12は最大径を胴部上位に有している。 15はミニチュア土器と思われる。
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SI -013 (第51・52図、図版8・29・30)

26M -52グリッド付近に位置する。規模は長軸8.6m、短軸6.9mを測り、大形の長方形状を呈している。

主軸方向はN-60.00 - Eを指し、床面積は64.3rrlを測る。規模は大きいが、壁・床面とも明確で、はない。ピ

ットは床面上にいくつか確認されたが、柱穴と思われるようなものはみられなかった。炉及び壁溝も認め

られない。焼土が覆土上層及び中層部分的に検出されたが、いずれも希薄で、ある。覆土中層から下層にか

けてローム粒及びロームブロ ックが多量に含まれていることより、本住居は人為的に埋め戻された可能性

が高い。

遺物は比較的多く出土するが、ほとんど覆土中からの検出である。西側に集中する傾向がある。

出土遺物

1~6 は器台である 。 1 は丁寧な作りで、器受け部内外面と台部外面に赤彩が施されている 。 口唇部

が上方に摘み上げられているのが特徴である。2は浅い皿状の器受け部と台部上位の遺存である。器面

が丁寧に磨かれている。3は器受け部のみの遺存であるが、深みのある椀状の形を呈している。他とは

違い手担ね風の感がある。6は短い台部で裾部で強く屈曲する。7~12は高杯である 。 7~9 は脚部の

みの遺存で、 7 には煤の付着が確認できる 。 8 は外面に赤彩が施されている 。 10~12は杯部のみの遺存

で同様の器形を呈している。小さい底部からほぼ直線的に大きく開く口縁を持つ形状で、口縁部下端に

稜を有する 。 ハケ調整の後丁寧なミガキが施されている 。 12のみ内外面に赤彩が施されている 。 13~18

は壷である 。 13~15はいわゆる坊で、 15は口縁部内面と外面に赤彩が施され、非常に丁寧にミガキが施

されており、細かいミガキ痕が確認できる。外面には煤の付着がみられる。16は口縁部が僅かに内湾し

ながら立ち上がる小型の査で、口縁部内面と外面に赤彩が施されている 。 19~29は歪である 。 19~22は

小型の蓋で、 19は口縁部内面と外面に赤彩が施されている。ヘラケズリの後ナデが施されているものの、

内外面に粘土接合痕が確認され、他と比較すると、作りにやや粗雑な感がある。20は大きく外反する口

縁を持ち、胴部には丁寧に施されたハケ調整痕が観察できる。煤の付着が著しい。21はくの字に屈曲す

る短い口縁部で、胴部との接合部が明確に残されている。外面の煤の付着が著しい。28は口縁部片であ

る。口唇部がほぼ直角に上方に摘み上げられている。胎土が在地の聾とは異なり、外来系と考えられる。

29は小型のS字棄である。胴部外面は粗いハケ目が丁寧に施されている。縦ハケ後部分的に横ハケが加
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えられる。器壁は薄く仕上げられ、在地のものとは明らかに胎土が違うことから、東海系であると思わ

れる 。 31~34は台付き輩の台部である。 31は直線的にハの字に聞く形状を呈している。 32~34はやや内

湾気味にハの字に開く 。 35~39は手担ね土器である。 38は作りが丁寧で、ハケ目が明確に残されている。

51 -014 (第53図、図版8・30)

25M-94グリッド付近に位置する。規模は長軸5.5m、短軸4.5mを測り、長方形を呈している。主軸方向

はN-30.00 - Eを指し、床面積は21.7rriを測る。確認面からの深さは0.3mほどである。床面はほぼ平坦で、、

中央部に硬化面が広がるが、部分的に木の根により撹乱される。壁溝は検出されなかった。ピットは不規

則に確認され、西壁側の2本のピットは柱穴と思われる。炉は中央よりやや北に偏って位置する。長軸1.0

m、短軸0.7mの楕円形を呈しているが、掘り込みはほとんど確認されない。覆土は自然堆積の様相を呈す
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る。

遺物の出土は少ないが、図示された遺物は床面からの出土である。

出土遺物

1は器台である。台部上位には3か所の透孔が穿たれている。裾部は大きくハの字状に開く形状を呈し

口唇部には縄文が3本一単位の棒状浮文が認められる。3は壷の口縁部片である。複合口縁で、ている。

4は棄の胴部のみの遺存である。内外面ハケ調整が丁寧に施されている。外面には煤の付着施文される。

2は完形の小型の台付き蓋である。胴部にはハケ日が残され、台部ハケ調整の後に丁寧に縦方が著しい。

向のミガキが施されている。

5I -015 (第54図、図版9・30)

26M-48グリッド付近に位置する。規模は、長軸4.0m、短軸3.7mで、ほぼ正方形を呈している。主軸方向

はN-120.00 - Wを指し、床面積は13.5rrlを測る。確認面からの深さは0.6mtまどと比較的深い。床面は全面

的に硬く締まっているが、硬化面は確認されなかった。壁溝は、西側部分を除きコの字状に巡るが、柱穴

と思われる掘り込みはなかった。炉は中央よりやや北西コーナーに偏って位置する。長軸0.7m、短軸0.6m

の楕円形を呈し、深さO.lmlまどを測る皿状の掘り込みである。南西コーナーに接して掘り込まれたピット

は貯蔵穴と思われる。長軸0.8m、短軸0.5m、深さ0.2mの隅丸長方形プランを呈する。覆土中にロームプ
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ロックを多く含んでおり、人為的な埋め戻しの可能性がある。

遺物の出土は多くないが、炉及び貯蔵穴の付近から検出された。

出土遺物

1は査である。口縁部を欠くが、胴部中位よりやや下に最大径を有する球形の胴部である。ハケ調整の

のちナデられている。2-4は蓋である。2はくの宇状に屈曲する口縁部で口唇部が肥厚している。胴部

には細かい目のハケ調整が施されている。外面には煤の付着が著しい。3は長めのくの字に屈曲する口縁

部で、接合痕を帯状に残している。4は口縁部の接合痕が明瞭で、接合面を指で押さえている押圧痕が

明確にみられる。5・6は台付き蓋の下半部である。いずれも球形胴を呈し、細かなハケ目がみられる。

SI -016 (第55図、図版9・30)

26L-99グリッド付近に位置する。規模は長軸3.8m、短軸3.3mの長方形を呈し、確認面からの深さ0.5-

0.6mを測る。主軸方向はN-76.00 - Eを指し、床面積は13.0rriときわめて小形である。ピットや硬化面は

検出されなかったものの、壁溝は全周している。炉は2か所確認された。北東壁に近くやや北よりに 1基、

-68-



-回

⑮ 
f'，: 

8 

九/ l|ilv

~ 1¥¥ +ff 
~~ ひ

-回 -∞ 
A 一十21.0m

4 

。 (1180) 4m 

。 (114) 10cm 

第55図 SI-016 

南壁際に 1基である。北側は長軸l.Om、短軸O.6mの楕円形、南側は長軸O.7m、短軸O.5mで、ほほ円形を呈

しているが、掘り込みはほとんどない。北側から東側の壁沿いに焼土や炭化材がほぼ床面上から集中して

検出されており、焼失家屋となる可能性が高い。覆土中にロームブロックを多く含み、人為的な埋め戻し

と思われる。

遺物の出土は少なく、床面から覆土中にかけて散在している。

出土遺物

1は高杯である。裾部が大きく広がることが特徴である。台部上位に3か所、透孔が認められる。2・

3は査である。2は器肉が薄く堅綴である。3は胴部下位に最大径を有する球形の胴部で、外面は丁寧に

ミガキが施されている。4.5は蓋である。4は炉の中または周辺からの出土で、 二次的に火を受けてい
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るためか、器面の荒れが著しい。口縁部は一度上方に立ち上がり、端部で外方向に伸びるのが特徴である。

6は台付き聾である。外面には粗い目のハケ調整が施されている。

SI -017 (第56図、図版9)

26L-79グリッド付近に位置する。 規模は長軸4.2m、短軸4.lmの正方形を呈し、確認面からの深さ0.3~

0.4mを測る。主軸方向はN-16.00 - Wを指し、床面積は13.7rrlと小形である。床面はほぼ平坦で、あるが、硬

化面は検出されなかった。柱穴は確認されなかったが、壁溝は全周する。炉は中央よりjヒ東に偏って位置

している。長軸O.4m、短軸0.3mの略円形を呈するが、掘り込みは浅い。南東コーナー近くに掘り込まれる

ピットは、径0.6mほどの略円形を呈し、深さは0.5mを測る。貯蔵穴となる可能性も考えられるが、底面が

小さくなるため断定はできない。覆土中にはローム粒・ロームブロックが多く含まれており、埋め戻され

たものと思われる。

遺物は少ないが、床面または床面直上からの出土である。

出土遺物

1~4 は器台である。 1 は浅い皿状の器受け部で、台部は直線的にハの字状に開く 。 ハケ調整の後丁寧

なミガキが施されている。台部上位内面に器受け部と台部の接合痕が明確に残されている。器面の荒れが

著しく、煤の付着も認められる。2は上下貫通孔のあるタイプで、内外面赤彩が施されている。

。 (1/80) 4m 

第56図 SI-017 
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SI -018 (第57図、図版10)

26L-77グリ ッド付近に位置する。規模は長軸3.5m、短軸3.3mのほぼ正方形を呈している。主軸方向は

N -25.00 -Wを指し、床面積は9.4ぱときわめて小形である。床面はほぼ平坦で、あるが、硬化面は認められ

ない。壁溝・柱穴等の内部施設は検出されなかった。ローム土の混入状況から、本住居は埋め戻された可

能性が高い。

遺物は少なく、覆土中からの出土である。

出土遺物

1は器台である。外面には赤彩が施されているが、残りは非常に悪い。脚部上位に3か所の透孔が認め

られる。2は台付き蓋の底部から台部の遺存である。3は聾の口縁部片である。内外面丁寧なハケ調整痕

が残されている。外面には煤の付着が確認できる。

@ 
FK 3 

(114) 10cm 2 。\í~1山〆 Tも
デ

A 11 11 A' 

とてて土二+--ーノ/
十20.8m

。 (1180) 4m 

第57図 S1-018 

SI -019 (第58図、図版10)

26L-75グリッド付近に位置し、北東壁で縄文時代の陥穴を切る。規模は長軸5.6m、短軸5.4mを測り、不

整な隅丸方形状を呈している。主軸方向はN-57.00 - Wを指し、床面積は23.0ぱを測る。確認面からの深

さは0.3m前後で、ある。床面はほぼ平坦であるが、あまり締まりが認められない。ピッ トは、北コーナー付

近に 1基のみ検出したが、 O.4mと深いことから、柱穴になる可能性もある。壁溝及び炉は確認されなかっ

た。焼土及び炭化物が部分的に検出された。

遺物は少なく、図示した遺物はすべて覆土中からの出土である。

出土遺物

1・2は高杯の杯部である。 1は深さのある椀形の形状を呈している。器面の荒れが著しいが、丁寧な

ミガキが施されていたという痕跡が確認できる。2は平らな底部を有し、ほほ直線的に外方向に聞く体部

である。体部下端には明確な稜を形成している。3は器台の台部と思われる。やや外反しながらハの字に

開く形状である。台部上位に3か所の透孔が穿たれている。4は高杯の脚部である。裾部が大きく開くタ
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イプで内面には細かい目のハケ調整、外面には縦方向のミガキが丁寧に施されている。透孔は脚部上位に

3か所認められる。 5は蓋の底部のみの遺存である。

SI -020 (第59・60図、図版10・30・31)

26L-48グリッド付近に位置する。規模は長軸4.4m、短軸4.lmを測り、ほぽ正方形を呈している。主軸

方向はN-32.00 - Wを指し、床面積は14.2rrl を測る 。 確認面からの深さは、 0.6~0.7m と比較的深い。 床面

はほぼ平坦で、あるが、硬化面は確認されなかった。ピットは東コーナー近くで2基が連結されたような状

況で確認されたが、性格は不明である。他に柱穴と思われるピットは検出されなかった。炉は中央より北

に偏って確認された。長軸0.9m、短軸0.6mの楕円形を呈しているが、掘り込みはほとんどない。覆土は自

然堆積の様相を呈する。

遺物は多く、床面直上から覆土中層にかけての出土である。

出土遺物

1~3 は器台である。 1 . 2は小さく浅い皿状の器受け部のみの遺存である。1は内外面赤彩を施して

いる。 3は上下貫通孔を有する器台の台部である。非常に丁寧にミガキが施されており平滑な器表面であ

る。台部中位に3か所の透孔が穿たれている。孔を内面から観察すると、一般的な穿孔方法とは違っている

ことが観察できる。焼成前に3孔ともに外面から内面方向に棒状工具で穿孔されているが、後に内面側を
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削り取り、孔を広げているという成形方法である。 4~lOは査である。 4.5 はいわゆる坊で、 2 点とも

に内外面丁寧なミガキが施されている。6は口唇端部を面取りしており、内外面赤彩を施している。6・

7は折り返し口縁の遺存である。6は丁寧に調整され器面は平滑である。口唇端部は面取りされた後、ハ

ケ状工具による刺突文が観察できる。7は頚部にハケ目が残され、折り返し部の下端にはハケ状工具によ

る押圧痕が刻まれている。8は完形である。底部の孔は焼成後に意図的に開けられたものである。折り返

し口縁に4本一対で4単位の棒状浮文を有している。口縁部には内外面ハケ目が丁寧に施されている。胴
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部はハケ調整の後、ナデを施しミガキで整えている。器面は大変平滑で、ある。口縁部から胴部にかけて黒

斑が確認できる。 9は球形の胴部の遺存である。非常に丁寧なミガキが施されている。外面には赤彩が施

されており、煤の付着も確認できる。 11-18は蓋である。 11・12は口縁部が短く外傾する。 13は丁寧なミ

ガキが施されており、口縁部内面と外面に赤彩が施されている。 15・16は胴部上位に最大径を有し、口縁

部内面と外面に丁寧なハケ調整が施されている。外面に煤の付着が著しい。 17は胴部中位に最大径を持ち、

球形を呈している。 18は強くくの字に屈曲する口縁で、口唇部は面取されて沈線が形成されている。外面

にはハケ目が明確に残されている。 19-24は台付き霊である。 20は胴部上位に最大径を有したS字蓋であ

る。器肉は薄く仕上げられ、口縁の聞きは大きい。外面は丁寧なハケ調整が施されている。他の在地の土

器と比べると、肩部に横方向のハケ目が確認され、胎土も明らかに異なっていることから、東海産ではな

いかと考えられる。煤の付着も確認できる。 21は小型の台付き蓋で、口縁部から頭部にかけて細かいハケ

目が認められる。台部には縦方向に細かいヘラナデが施されている。 25はミニチュア土器で作りは丁寧で

ある。

51 -021 (第61図、図版11・31)

26L-56グリッド付近に位置する。規模は長軸4.3m、短軸3.7mの長方形を呈し、確認面からの深さは0.4

-0.5mを測る。主軸方向はN-155S-Eを指し、床面積は14.1rrlを測る。床面はほぼ平坦で、硬化面はみ

られないものの比較的良く締まっている。ピットは南西コーナー近くに1基確認された。その形状より、柱

穴よりは貯蔵穴となる可能性がある。炉は中央より南東に偏って位置している。径0.5m'まどの円形を呈し、

床面より15cmほど掘り込まれる。覆土全体にローム粒・ロームブロックを多く含んで、おり、埋め戻された

可能性が高い。

遺物は、床面または床面直上からの出土のものが多く、南壁近くに集中して検出された。

出土遺物

1-5は器台である。 1は直線的にハの字に開く台部で、台部の上位に3孔の透孔が穿たれている。 2・

3は裾部で開くタイプである。 4.5は上下貫通孔を有する形状である。全て丁寧なミガキが施されてい

る。 6は高杯である。直線的に外上方に開く口縁部で、内面には赤彩が施されている。 7-12は査である。

7・8は折り返し口縁を持つ口縁部で内外面ハケ目が丁寧に施されている。 9は小型の壷で口縁部内面と

外面に赤彩が施されている。口縁部は僅かに内湾しながら立ち上がる。 10はいわゆる柑である。内外面赤

彩が施されているが、磨滅が著しく残りが悪い。 13-15は蓋である。 13は胴部中位に最大径を持つ球形の

胴部で、口縁部は外反しながら外上方に開く。外面には煤の付着が認められる。 14・15はくの字に屈曲す

る口縁で、内外面に丁寧なハケ目が施されている。 14は外面に煤の付着が著しい。 16は台付き輩の台部で

ある。

51 -022 (第62図、図版11・31)

26L-35グリッド付近に位置するが、西壁部分を近世の溝により若干削平されている。規模は長軸4.7m、

短軸4.7mの正方形を呈する。主軸方向はN-16.00 - Wを指し、床面積は16.4rrlを測る。確認面からの深さ

は0.4-0.5mで、ある。床面はほぼ平坦で、あるが、硬化面は確認されない。柱穴と思われるピットは認められ

ないが、南西コーナーに接する位置に、径0.5m、深さ0.5m'まどの円形のピットが掘り込まれている。位置

及び形状から貯蔵穴と考えられる。壁溝は狭い幅で全周している。炉は中央より西に偏って位置している。

長軸0.7m、短軸O.4mの楕円形を呈し、床面よりO.1mほど皿状に掘り込まれる。覆土中にローム粒・ロー
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第61図 SI-021 

ムブロックを多く含んでおり、人為的な埋め戻しの可能性がある。

遺物は床面または直上からの出土がほとんどで、貯蔵穴内及び周囲から蓋が検出された。

出土遺物

1は器台である。小さな皿状の器受け部で口唇部が直立する。内外面に赤彩が施されている。2・3は

壷である。2はいわゆる増の口縁部で、 3は2本一対の棒状浮文が貼り付けられる。おそらく 5単位と思

われる 。 4~8 は重である。 4.5 は緩やかに外反する口縁部で、 4 は粗いハケ目、 5 は細かいハケ日が

残されている。5の外面は煤の付着が著しい。6は口唇部を欠くが、特徴的な口縁部形態で、 5の字状口

縁に近いものであろう 。 9~1lは台付費である 。 9 は胴部中位から台部の遺存で、ハケ調整が丁寧に施さ

れている。外面に煤の付着が著しい。
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51 -023 (第63図、図版11・32)

26L-55グリッド付近に位置する。規模は長軸4.2m、短軸4.0mのほぼ正方形を呈し、確認面からの深さ

0.6~0.7m と比較的深い。 主軸方向はN-22.00
- Wを指し、床面積は15.0ぱを測る。床面はほぼ平坦で、比較

的堅徹であるが、硬化面は認められなかった。柱穴と思われるビットは検出されなかったが、南東コーナ

ー付近に位置するピットは、長径0.5m、短径0.3m、深さ0.4mの略楕円形を呈する。貯蔵穴になると思わ

れる。床面上東側で焼土が広範囲に検出され、中央から西側にかけては構築材と思われる炭化材が確認さ

れた。状況から、焼失住居の可能性が考えられる。

図示した遺物は、器台や高杯が主体を占めている。焼土中や周辺からの出土が多く、貯蔵穴上部から器

台が認められる。

出土遺物

1~9 は器台である 。 1 . 2は小さい皿状の器受け部で、台部はハの字状に開く 。台部上位に透孔が3

か所確認できる。3も同様の形状であるが、上下貫通孔が開けられている。透孔は台部中位に穿たれてい
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第63図 SI-023 

る 。 4~8 は台部のみの遺存で、高杯の脚部の可能性もある。 4-5 ・ 7 は裾端部で大きく開く形状を呈

して、 7は上下二段、合計6か所に透孔が穿たれている。9はやや深めの椀状の器受け部で、台部上位に

透孔が確認できる。 10は査である。長い口縁部が直線的に外上方に聞く 。11は台付き蓋である。球形の胴

部の一部のみの遺存である。12は口縁部片で端部を摘み上げられている。13・14は台付き聾の台部のみの

遺存である。

第2節土坑

SK -001 (第64図)

26M -71グリッド付近に位置する。長軸3.2m、短軸2，lm、確認面からの深さ0，6mを測る長方形状を呈す

る。北西コーナ一部分を除き、壁溝が深さlOcmほどでしっかりと掘り込まれている。底面はやや凹凸がみ

られるが、比較的堅敏である。覆土中層に焼土層がみられ、全体的にローム粒・ロームブロックが含まれ

る。竪穴状遺構と考えられる。

遺物は覆土中層から下層にかけてみられる。
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出土遺物

1 . 2は器台である。 2は台部上位に3か所透孔が確認できる。 3・4は壷である。 2点ともに遺存が

少ないため詳細は不明で、ある。

SK -002 (第64図)

26L-18グリッドに位置する。径1.2~ 1.3mの円形を呈し、確認面からの掘り込みはほとんとマない。中央

部分に焼土の堆積がみられる。確認面や周囲の状況から、古墳時代前期の遺構と考えられる。

遺物の出土はなかった。

SK -003 (第64図)

24L-86グリッドに位置する。長軸3.2m、短軸2.4mの長方形状を呈し、確認面から深さ0.7~0.8m と比較

的深い掘り込みである。底面は凹凸がみられるが、比較的良好に硬化している。

遺物の出土はなかった。

SK -004 (第64図)

24L-65グリッド付近に位置する。長径2.0m、短径1.8mの略円形を呈し、確認面から深さO.4m'まどを測

る。覆士上層に焼土粒が含まれる。

遺物の出土はなかった。

SK -005 (第64図)

24L-75グリッドに位置する。径1.0mほどの不整円形を呈し、確認面から深さ0.2m'まどを測る。底面は

凹凸がみられる。覆土中にローム粒を含む。

遺物の出土はなかった。

SK -006 (第64図)

26M -12グリッドに位置する。長軸1.7m、短軸1.3mの長方形状を呈し、確認面から深さ0.5mを測る。壁

はほぼ垂直に立ち上がり、底面はやや締まりがある。覆土中にローム粒を多く含む。

図示できる遺物の出土はなかった。

SK -007 (第64図)

26L-88グリッド付近に位置する。径3.2mの大形の円形を呈し、確認面から深さ0.9~ l.l m と深い掘り込

みである。底面は平坦で、比較的良好に硬化している。覆土下層にロームブロックを多く含む。

図示できる遺物の出土はなかったが、土器片からは古墳時代前期の遺構と考えられる。

SK -009 (第64図)

26L-83グリッド付近に位置する。長軸3.5m、短軸2.4mの長方形状を呈し、確認面から深さ0.8mと比較

的深い掘り込みである。底面はほぼ平坦で、比較的良好に締まっている。覆土中層に焼土を多く含む層が

みられる。

図示できる遺物の出土はなかったが、土器片からは古墳時代前期の遺構と考えられる。

第3節溝状遺構

SD-004 (第65図)

調査区南西側を北西から南東に向けて延びる溝で、南側は調査区外となる。幅1.5~2.0m、深さ 0.3~0.6

mと一定していない。古墳時代の竪穴住居を切っており、覆土の様相から近世以降の溝と思われる。
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第65図 SD-004出土土器・土製品

古墳時代前期の遺物が点在しているが、住居からの流れ込みと考えられる。

出土遺物

1-4は器台である。3孔が台部上位に穿たれている。5-7は高杯である。平らな底部を持ち、体部

は直線的に外上方向に開く。体部下端に明確な稜線が形成されている。特に7は張り出した稜を作ってい

る。8はS字口縁聾の口縁部片である。9は小型の聾の底部付近の遺存である。11は土玉である。

第4節 グリッド出土遺物 (第66図、図版32)

1-11は器台である。1はほぼ完形である。やや深さのある皿状の器受け部で、僅かに外反しながら伸

びる長い台部を有する。台部上位に3か所、透孔が穿たれている。2-5は皿状の器受け部である。3は

煤の付着が著しい。6-11は台部である。6はハの字状に直線的に開く。7・8は裾部で大きく開くタイ

プである。11は外面に赤彩が施されており、透孔が上下3か所ずつ、計6か所穿たれている。12は高杯の

杯部のみの遺存である。平らな底部を持ち、僅かに内湾しながら外上方に大きく開く体部で、下端には稜

を有している。13-21は壷である。13は胴部上位に最大径を有し、口縁部はくの字に直線的に大きく広が

る形状である。15-17は折り返し口縁の口縁部片である。16は折り返し部に指頭痕が認められる。23-25

は聾である。23は胴部中位に最大径を持ち、口縁部はくの字状に強く外反する。25は口唇端部を面取して

いる。22・26-28は台付蓋である。22はやや長胴で口縁部は外反しながら立ち上がる。外面には煤の付着

が確認される。29・30は口縁部と胴部片である。タタキ目が確認され、同一個体と考えられる。31は単孔

の甑の底部である。32-40は手握ね土器、 41はミニチュア土器で、丁寧な作りをしている。

口
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第11表竪穴住居跡一覧表

貯蔵穴 (cm) カマド・炉
出入口ピット

規模 (m) 面積 壁高 柱穴深さ 壁溝(cm) (cm) 特記遺物
遺構No

長軸x短軸
主軸方向

(ぱ) (cm) (cm) 
長径x短径x

幅×深さ
(佃)

長径×短径× 備考
時代区分

深き 長径×短径
深き

P1 26.9 

S1 -001 4.1 x3.7 N-350 -w 12.5 7.0-18.9 P2 13.1 70xω 
黒浜期

P3 35.6 65x39 
P4 20.4 

S1∞2 欠番

S1∞3 5.2 x 4.5 N-210 -E 19.18 12.7-22.0 P1 16.5 黒浜期
P2 10.5 

P1 12.1 

S1-ω4 4.6x4.6 N-410 -w 19.07 6.3-11.9 P2 10.ι6 26x20x5.3 古墳時代前期
P3 17.0 
P4 13.0 

P1 142 

S1∞5 3.3x3.3 N-21S -E 10.13 4.6-24.5 P22泡1.9 古墳時代前期
P3 23.6 
P4 69.5 

P1 72.3 

S1-006 5.7x5.2 N-57。ーE 27.43 45.5-63.0 
P2 69.5 

4.0x3.7 82x59 古墳時代前期
P3 54.5 
P4 20.8 

P1 33.0 
青銅製佑製鏡出

S1-∞7 4.0x5.5 N-50。ーE 12.45 26.9-33.9 P2 17.8 
士

古墳時代前期
P3 14.3 

S1-∞8 4.5 x 4.3 N-65.3。ーE 15.85 21.0-31.0 40x34 古墳時代前期

P1 19.4 
壁から15咽位の

S1 -009 4.2 x 3.9 N-480 -w 14.98 45.6-59.0 P2 13.6 68x44x45.1 30.0x8 8Ox64 所にコの字形に 古墳時代前期
P3 15.0 

帯状の溝検出
P4 25.5 

S1 -010 3.3x3.2 N-54ローE 9∞ 17.0-23.2 4Ox30 古墳時代前期

P1 28.6 
S1 -011 4.3x4.0 N-1080 -E 16.31 82-18.3 P2 33.4 7lx66 古墳時代前期

P3 20.6 

P1 34.3 

S1 -012 6.6x5.7 N-410 -E 34.69 44.8-54.4 
P2 85.6 

5x5.4 79x52 古墳時代前期
P383.1 
P4 53.0 

P1 29.6 

S1 -013 
8.6x6.9 

N-600 -E 
64.30 
20.5-76.0 

P2 16.1 
古墳時代前期

7.3 x 6.9 48.93 P3 43.0 
P4 19.3 

S1-014 5.5 x 4.5 N-300 -E 21.70 26.8-33.9 P1 43.5 140 x 124 古墳時代前期

S1 -015 4.0x3.7 N-600 -E 13.50 49.9-58.5 71 x 49 x 26.5 15 x 1.8 42x30 古墳時代前期

S1 -016 8.7x 3.3 N-760 -E 12.99 33.8-56.1 7.0x 19.7 
98x64 

古墳時代前期 l
65x54 

SI -017 42x4.1 N-160 -w 13.67 29.4-38.7 60 x 58 x50.2 2.0 x 0.7 42x32 古墳時代前期

SI -018 3.5x 3.3 N-250 -w 9.39 24.7-37.2 古墳時代前期

SI -019 5.6 x 5.4 N-57ローW 23.03 32.9-40.5 
SK-008と重複

古墳時代前期
関係

SI -020 4.4 x 4.1 N-32ローW 14.18 65.0-80.5 9Ox56 古墳時代前期

S1 -021 4.3 x 3.7 N-155。ーE 14.14 30.3-44.9 53x50 古墳時代前期

SI -022 4.7 x 4.7 N-160 -w 16.38 1.8-48.0 14x6.3 67x38 古墳時代前期

SI -023 4.2x4.0 N-220 -w 15.03 ω.4-72.7 古墳時代前期

SI -024 4.7x4.6 N-54.30 -w 17.11 10.7-17.0 67x49 
黒浜期3Ox29 

SI -025 62xー N-320 -w (2沼2) 14.9-23.8 P1 45.0 125x80 黒浜期

P1 27.0 

SI -026 5.6x5.1 N-480 -w 21.46 15.9-252 P241.9 黒浜期
P3 33.0 
P4 28.6 

P1 12.5 

S1 -027 3.1 x3.0 N-450 -E 8.17 5.9-11.1 
P2 48.4 

40x36 黒浜期
P3 38.3 
P4 11.6 
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第12表古墳時代出土土器観察表
挿図書号 遺構番号 器質 器形 遺物番号 口径 底形 器高 遣存度 色調 胎土 調整内面 調整外面 備考

事岨園1 51∞4 土師器 壷 2. 4 (4.2) 5% 褐色 脅 へラナデ 不明

21 51-∞4 土師器 要 12 (3.0) 5% 褐色 密 ナデ ナデ 被熱

3 1 51ω4 土師器 墾 1. 3. 4、24、26、刻、国 (22.0) (11.2) l(胤 赤褐色 曹 ハケ→ナデ、ナヂ ハケ→ナデ 被熱

4 1 51ω4 土師器 膏邑 3、4 09.4) (6.9) l朋6 黒褐色 密 ハケ→ナデ ハケ→ナデ 被熱

51 51一冊4 士師器 費 2. 3. 4. 17. 24 07.2) (9.5) 却% 事褐色 密 ハケ→ナヂ ハケ→ナデ

6151∞4 土師器 室 51 08.0) (3.5) 5% 褐色 密 ハケーーヨコナヂ ハケ→ヨコナヂ

71 51ーω4 士陶器 費 5、8 08.0) (3.8) 凶% 褐色 曹 ナテ'→ハケ ナデ『ハケ 被熱

81 51-ω4 土師器 聾 1. 28 05.0) (16) 5% 黄褐色 曹 ハケ→ナデ ハケ→ナデ

9 1 51-∞4 土師器 聾 l、3、4、27 (22.0) (8.0) l(同 褐色 密 ハケ、ヘラナデ ハケ

10 1 51-∞4 土師器 台付費 11 7.8 (43) 初% 褐色 密 へラナデ ハケ

111 51∞4 土師器 手控ね 5 6.8 (6.0) 40% 貫褐色 密 ヘラナデ ハケ→ナデ 融熱

事41図1 51 剖E 土師器 器台 1 00.0) (4.9) 部% 費褐色 曹 ハケ→ナデ ハケ4 ナデ→ミガキ 黒班

2 1 51-∞5 土師器 壷 1 [邑7) 15% 褐色 密 ヘラナデ ハケ→へラナデ

3 1 51∞5 土師器 聖 l (16.0) (2.5) 5% 褐色 曹 ハケ『ナデ ハケ→ナデ

4 1 51∞5 土師器 聾 6 (17.2) (3.2) 5% 黒褐色 司E ハケ→ナデ ハケ→ナデ 被熱

5 1 51一目E 土師器 台付費 1 (17.3) 35% 黒褐色 曹 ヘラナデ→ナデ ハケ→ナデ 被熱

6 1 51-∞5 土師器 台付聾 I、6 10.0 (2ω〕 直同 褐色 密 ヘラナテ'→ハケ ヘラナデ『ハケ 被熱

7 1 51 回E 土師器 ミニチュア 8 3.2 2.2 2.8 筑同 黒褐色 曹 ナデ ナデ

車42図1 51 団施 土師器 器台 9. 32、37 6.8 9.5 7.1 割胤 赤褐色 曹 ヘラケズ')→ナテ' へラケズリーーナデ

2 I 51ーαJ6 土師器 器台 29、37、拐、 67 (6.0) 9.4 邑6 7日決6 置褐色 密 ヘラケズ')→ナデ ヘラケズリ→ナデ 黒班

31 51 剖描 土師器 器台 9、33.37 (6.9) 9.5 63 世間 黄褐色 曹 ナデ ナデ→ミガキ 被熱

4 1 51-006 土師器 器台 回 10.5 (6.4) 留品 赤褐色 密 ミガキ、ヘラケズリ ミガキ

5 1 51 団施 土師器 高杯 勾、日 (13.4) (15.3) 且6 割問 褐色 曹 不明 不明 事彩

61 51∞6 土師器 高杯 6、44、67 01.0) [虫6) 25% 貫褐色 密 ナデ→ミガキ、ナデ ナデ→ミガキ

7 1 51 団施 土師器 高杯 40 (23.4) (7.2) l(同 褐色 可E ミガキ ケズリ『ナデーーミガキ

8 1 51一回路 土師器 高判t 37.臼 13.0 (9.0) 35% 灰褐色 審 ハケ『ナデ ナデ 被熱

9 1 51 回路 土師器 高杯 曲 11.2 (5且〕 加% 貴褐色 密 ハケ→ヘラケズリ→ナテ' ハケ→ミガキ

10 1 51一団施 土師器 壷 36 (15.4) (18) 5% 黄褐色 曹 ナデ ナデ 被熱

11 151-制措 土師器 壷 話、 36 4.2 (23) 5% 貫褐色 密 ナデ ヘラケズリ→ナデ 被熱

121 51一冊6 士師器 壷 36、37、回 5.8 (4.8) l酔6 黒褐色 曹 へラナデ ハケー申ヘラナヂ 被熱、黒班

131 51ーαぉ 士師器 柑 26、36、37 133 3.0 5.5 拘% 黄褐色 密 へラケズリ→ナデ『ミガキ へラケズリ『ナデ『ミガキ 被熱、黒班

141 51 白描 土師器 増 7、8、10 (5.6) 初% 褐色 密 ハケ、ナデ ナデ、ミガキ

151 51∞6 土師器 聾 5、21 06.0) (3.1) 5% 褐色 密 ハケ→ナデ ハケ『ナデ

161 51 世路 土師器 聾 話、 40、57、日‘ 68 116 (17.0) 切% 橿褐色 曹 ヘラナデ へラケX')→ハケ 黒班

171 51一団施 土師器 聖 21 (12.8) 4.8 11.9 前% 黒褐色 曹 ヘラナデ→ナデ ハケーーへラナデ→ミガキ 被熱

181 51-団施 土師器 聾 (9.8) (23) 5% 黄褐色 審 ヘラナデ ハケ4 ナデ→ミガキ 被熱

191 51∞6 土師器 聾 11 8.8 (2.5) 5% 黄褐色 組 不明 ハケ→ナヂーーミガキ 黒班

初日目描 土師器 墾 8 3.7 (1.8) 5% 黒褐色 密 ヘラナテ' ヘラケズリ→ナデ

211 51-αE 土師器 台付費 1、4、5 01.0) (6.7) 初% 置褐色 密 ハケ ハケ『ナテ'

221 51 阻描 土師器 台付費 21 11.2 [且6) 4(同 撞褐色 密 ヘラナデ.ナヂ ハケ、ナデ

231 51-目路 土師器 台付聾 18 11.5 (7.5) 加% 褐色 曹 ハケ→ナデ ハケ→ナデ 被熱

241 51-団施 土師器 台付聾 13 11.2 〔且.6) 却% 褐色 曹 ヘラケX')→ハケ ハケ『ナヂ

251 51∞6 土師器 台付彊 14 10.0 (6.7) 15% 褐色 司E ハケ『ヘラケズリ→ミガキ ハケーーへラケ;;(I)_ーミガキ 被熱

261 51∞6 土師器 台付聾 2、4 (11.0) (6.0) 10% 黄褐色 密 ハケ→ナデ ハケ『ナデ 被熱

271 51一回路 土師器 台付要 19 9.0 (4.5) 1【同 褐色 密 ハケ→ナテ' ハケ→ナデ 被熱

281 51 団施 土師器 台付墾 34 (7.6) (4.7) I(出 赤褐色 曹 ナヂ ナデ→ミガキ 車彩

291 51 恒国 土師器 ミニチュア 22 6.6 3.0 3.7 70'弘 黄褐色 曹 ヘラナデ『ナデ ナデ

30 1 51-団施 土師器 ミニチュア 31 0.8) 2.2 3.6 95% 黄褐色 密 ナデ ナデ

事43図I 51 皿W 土師器 壷 I、21 9.8 (8.3) 10% 置褐色 密 不明 不明 事彩

2 1 51-皿y1 土師器 壷 3 (5.6) (2.2) 5% 樟褐色 密 ナデ ヘラケズリ→ナデ

3 1 51-007 土師器 ミニチュア 17 7.0 2.6 3.8 11X隅 黄褐色 曹 へラナデ『ナデ ヘラケズ')-へラナデ→ナデ

4 1 51一回y1 土師器 ミニチュア 8、13 (4.2) (4.0) 冨臨 赤褐色 密 ナデ ミガキ、ナデ 事彩

5 1 51 庇町 土師器 ミニチュア 24 (5.4) (2.2) 2.9 置跳 褐色 審 ナデ ナヂ

6 1 51 匝W 土師器 ミニチュア 25 (5.6) (3.0) 3.1 40!泌 黄褐色 曹 ナデ ナデ

7 1 51-凹y1 土師器 ミニチュ714 (5.6) (3.0) 2お 25% 黒褐色 審 ミガキ ナデ

81 51 皿y1 土師器 ミニチュア 宜I (4.2) 3.0 1.6 70% 事褐色 曹 ナデ ナデ 事彩

9151-四y1 土師器 ミニチユア 9 4.2 (2.4) 51陥 赤褐色 密 ハケ→ナデ ハケ→ナデ 赤彩

10 I 51-007 士師器 ミニチュア 26 (6.9) (2.0) 5% 赤褐色 密 ナデ ハケ 赤彩

11 I 51-αy1 土師器 ミニチュア 10 4.8 (2.0) 5% 赤色 密 ハケ→ナテ' ハケ→ナデ 蔀彩

12 I 51-007 士師器 ミニチュア 25 1.5 2.2 2.6 95% 事褐色 密 ナデ ナデ 赤彩

131 51ω7 土師器 ミニチュア 11 1且 。且 2.7 95% 黄褐色 密 ナデ ナデ

串44困1 51-αE 土師器 台付喪 12 (2.7) 10% 褐色 密 ハケ→ナテ' ハケ『ナテ'

事45図1 51 皿)9 土師器 器台 36 11.0 12.7 8.2 I曲% 檀褐色 曹 ナデ→ミガキ、ハケ→ナデ ハケ『ミガキ

2 1 51一回淘 土師器 器台 羽 9.4 12.4 8.2 初% 糧褐色 曹
ナデ→ミガキ、ハケ→ナデ→

ハケ→ナデ→ミガキ
ミガキ
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挿図書サ 遺構番号 器質 器形 遺物番号 仁H手 lま形 器高 遺存度 色調 胎土 調整内面 調整外l自i 備 考

3 1 51 佃9 土師器 器台 37 9.0 12.3 8.1 IC配% 権褐色 密 ナデ→ミガキ、f、ケ→ミガキ
ハケ→ナデ→ミガキ、ハケ→

ミガキ

4 1 51-曲9 士師器 器台 7 18.01 C1.7) 5% 檀褐色 'il'i ナデ ナデ

5 1 51 田9 土師器 器台 8 C1.9) 10% 燈褐色 密 ナデ ナデ

61 51一日09 七師器 壷 3、11、14、27 10.6 [55) 百"も 慌褐色 密 ミガキ ミガキ

7 1 51-009 土師器 壷 35 13.4 [75) 30% 樟褐色 密 ミガキ ナデ→ミガキ、ハケ

8 1 51一日09 土師器 壷 39 20.6 [8.0) 30% 権褐色 密 ハケ ハケ、ハケ→ミガキ

9 1 51一日日9 t師器 受 36 116.51 6.5 18.3 90% 黒褐色 帝 ハケ ハケ→ナデ、へフケズ'J 世熱

叩 51-日開 土師器 ミニチュア 30 5.0 2.4 5.9 100% 褐色 密 ナデ ハケ→ナデ→ミガキ

111 51 日四 土師器 ミーチュア 29 1.6 [3.3) 9アb 糧褐色 密 ヘラナデ ハケ、ハケ→ナデ→ミガキ

121 51-0凹 士郎器 ミニチュア 33 (321 [2.1) 20% 褐色 官 ナデ ナヂ

131 51-凹9 土師器 ミニチュア 34 15.21 [2.4) 20% 黄褐色 '甚 ハケ→ナデ ミガキ 黒班

141 51-曲9 f師器 ミニチュア 12 5.2 [2.2) 50% 褐色 島' ハケ→ナデ ハケ→ナデ

151 51 田9 t師器 ミニチュア 7 16.41 [32) 5% 褐色 帯 ナデ→ミガキ ハケ→ナデ

161 51→聞9 l師器 ミニチュア 11 0.71 [1.6) 2明6 褐色 官 へ7ケズリ→ナデ ヘラケズリ→ナデ

第46凶I 51 -010 土師器 高杯 4、8 120.01 (55) 25% 黒褐色 密 ナデ→ミガキ ハケ→ミガキ 占、彩

第47図 1 51 -011 士師器 器台 l、8 8.3 11.4 7.7 70% 黄褐色 密 ヘラケズリ→ナデ→ミガキ ヘヲケズリ→ナデ→ミガキ 極熱

2 1 51 -011 士師器 器台 I、12 (12.01 [68) 30% 赤褐色 密 ミミガキ、ハケ→ヘラナデ ハケ→ナデ→ミガキ 赤彩

3 1 51 -011 土師器 器台 16、19 05.81 (5.8) 3明色 赤褐色 密 ヘフナデ ヘラケズリ→ミガキ 事彩

41 SI-Oll 上師器 器台 15 [58) 5% 権褐色 密 ヘフケズリ→ヘ7ナデ ミガキ 黒班

5 1 51 -011 土師器 器台 49 [5.8) 40% 褐色 密 ヘラナデ ハケ

6151-0Il 上師器 器台 18 (8.41 [3.9) 25% 褐色 官 ナデ→ミガキ、ヘラナデ ヘラケズリ→ミガキ

7 1 51 -011 土師器 器台 18.21 [2.3) 15% 黄褐色 官 ナデ→ミガキ ヘラケズリ→ナデ

8 1 51 -OIl 上師器 器台 l、68 7.6 (40) 30% 権褐色 審 ィ、明 不明

9 1 51 -011 土師器 器台 10 13.8 8.0 50% 置褐色 官 ナデ ヘフケズリ→ナデ

10 1 51-0Il i師器 高杯 l、19、32 [6.0) 10% 事褐色 粗 ハケ→ナデ y、ケ→ナデ→ミガキ 植熱

Il151-0Il 七師器 壷 2、5、19、23、25 04.21 [8.7) 1日% 糧褐色 密 y、ケ→ナデ、ヘフナデ ハケ

121 51 -OIl 土師器 壷 45、46 19.2 [70) 2凹6 黄褐色 審 ナデ-ミガキ ナデ、ハケ→ミガキ

131 51 -011 t師器 壷 l、11、19、28、36、43 11.6 4.4 19.0 75% 燈褐色 1官 へフケズリ→ナデ→ミガキ へフケズリ→ナデ→ミガキ 赤彩

141 51-0Il 上師器 壷
20、26、26M-45-1、

19.61 [15.2) 35% 貰褐色 宮 ナデ→ミガキ、ナデ ハケ→ケズリ→ナデ
26MーIlーl

151 51 -011 土師器 壷 6、Il、 44 (15.71 [68) 20% 揮褐色 密 ハケ→ミガキ ハケ→ナデ

16151-011 士師器 壷 l、19、20、37、57、59 [10.1) 5% 鐙褐色 曹 ヘラナデ ミガキ

171 51 -011 土師器 壷 し 17、30、39、47.55 6.4 [11.0) 25% 赤褐色 官 へ7ケズリ→ナデ→ミガキ へフケズリ→ナデ→ミガキ 事彩

181 51-011 土師器 壷 l、2、14、24、40、54 8.4 [10.0) 20% 黄褐色 密 ヘラナデ ヘフケズリ→ミガキ 世熱

191 51-011 土師器 壷 l、33、34 6.8 [25.8) 50% 黄褐色 密 へ7ナデ ヘフケズリ→ミガキ 黒班

第咽図20 51 -011 土師器 彊 17.4 6.2 23.7 85% 黒褐色 密 ハケ→ヘラケズリ ハケ、ヘフケズリ

211 51 -OIl 七師器 聖 l、33、34 (18.21 (11.5) 20% 権褐色 密 ハケ、へ7ケズリ→ナデ ハケ

221 51 -OIl 土師器 受 110.01 [5.0) 問% 春褐色 曹 ヘラケズ'J→ナデ ハケ→ナデ

231 51 -OIl 七師器 護
l、5、21、30、31、42、43、

08.01 7.4 25.5 配% 黄褐色 官
ハケ→ナデ、ヘラケズリ→へ

ハケ、ハケー+ヘラケズリ 黒班
51、53、54、57、59、61、62 ラナテ'

241 51 -OIl 土師器 聾 l、19 15.4 (13.2) 2明6 権褐色 昔 ヘフナデ ヘフケズリ→ハケ→ナデ

251 51-0Il t師器 霊 33 04.21 [14.41 25% 褐色 密 ハケ→ナデ、ナデ ハケ 極熱

261 51-011 土師器 壷 2、22 18.2 [8.5) 10% 褐色 密 ハケ、ハケ→ヘラナデ ハケ→ナデ、ハケ

271 51-0Il t師器 霊 l、2⑪、 28 120.61 [21.9) 25% 黒褐色 雷 ハケ、ヘラナデ ハケ

281 5I-OIl 上師器 台付翌 5、13 8.4 [62) 40% 樟褐色 官 ヘラナデ、ハケ ハケ 極熱

291 5I-OIl 士師器 台付費 7 19.91 (62) 20% 黒褐色 帯 ハケ→ナデ ハケ→ナデ

30151-0Il 土師器 甑 l、34 (6.21 [10.0) 2日% 事褐色 粗 ヘラケズリ→ナデ ヘフケズリ→ナデ

311 51 -OIl 土師器 ミニチュ7 48 3.1 2.0 35 100% 褐色 密 ヘラケズリ→ナデ ヘラケズリ→ナデ

第49図1 51 -012 土師器 器台 14 18.41 00.41 8.8 60% 褐色 官 ハケ→ナデ→ミガキ ハケ→ナデ→ミガキ

2 1 51 -012 士師器 器台 13 9.0 11.0 8.6 95% 褐色 密 ハケ→ミガキ ハケ→ナデ→ミガキ

31 51-012 土師器 器台 1、4、29 18.21 12.1 7.6 80% 褐色 司監 ナデ、ヘフケズリ、ハケ へ7ケズリ→ナデ、ミガキ

4 1 51 -012 上師器 器台 9 7.2 [4.2) 91日% 首褐色 密 ヘラケズリ→ナデ ミガキ

5151-012 仁師器 壷 30 2.1 (3.9J 10% 褐色 宮 ハケ ミガキ

71 51-012 土師器 壷 l、22、27、29 [10.4) 2仰6 黄褐色 惜 不明 ハケ→ナデ→ミガキ

8151-012 士師器 要 1I 9.6 4.0 9.6 l凹% 事褐色 密 ハケ、ナデ ハケ→ナデ→ミガキ

9 1 51 -012 士師器 壷 13 08.01 (2.8) 5% 黒褐色 官 ハケ ハケ→ミガキ

10 1 51 -012 f師器 壷 10、24、29 114.21 (55) 10% 権掲色 密 ナデ ハケ

1I 1 51-012 上師器 台付墾 18 19.0 10.0 28.6 85% 権褐色 密 ハケ→へ7ナデ ハケ 黒班

121 51 -012 上師器 台付聾 15、16、17、耳) 18.6 10.8 32.0 85% ，方、褐色 密 ナデ→へ7ナデ、ハケ ハケ 黒斑

第50図13 51 -012 土師器 台付費 17 16.2 16.0 23.1 85% ホ褐色 密 ハケ、ヘラナデ ハケ、へ7ナデ

14151-012 t師器 台付霊 12 14.3 8.6 23.4 lC酔6 事褐色 密 ハケ→刊、ヘラナデ ハケ

15151-012 I師器 ミニチュ718 [2.5) 60% 褐色 官 ヘフナデ ナデ

第51図 l 51 -013 イ上師器 器台 86、89、103 7.1 19.81 8.2 8酔6 赤褐色 腎 ミガキ、ハケ→ナヂ ナデ→ミガキ、ハケ→ナヂ 赤彩

2 1 51-013 上師器 器台 2、53 9.2 (4.2] 3明色 褐色 曹 ナデ→ミガキ、ヘブナデ ミガキ

3 1 51 -013 i師器 器台 2、2(B 1 7.4 [2.71 10% 黒褐色 帯 ハケ→ナデ ハケ→ナデ

4151-013 士師器 器台 31 [43) 20% 樫褐色 密 ナデ
ヘラナデ→ミガキ、ヘラケズ

リ→ナデ
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挿図書号 遺構番号 器質 器形 遺物番号 口径 }星形 器高 遣存度 色調 胎土 調整内面 調整外面 備 考

51 SI-013 土師器 器台 82 (40) 82% 褐色 密 ナデ→ミガキ、ヘラナデ ハラナデ→ミガキ

61 SI-013 土師器 器台 56 (8.41 [4.6) 30% 褐色 密 へ7ナデ、ハケ→ナデ ヘフケズリ→ミガキ

7. 1 SI -013 土師器 器台 27、76、87、89 01.01 (72) 25% 糧褐色 審 ハケ→ナデ ハケ→ナデ→ミガキ 植熱

8 1 SI-013 土師器 器台 3、26M-40-1 05.6) [5.4) 20% 亦褐色 密 ヘラナデ ミガキ 事彩

91 SI← 013 士師器 高杯 2、3、4 04.61 [6.6) 20% 褐色 密 ハケ→ナデ→ミガキ ハケ→ナデ→ミガキ

IOISI-013 士師器 高杯 85、95 09.01 (6.6) 15% 褐色 密 ナデ→ミガキ ヘラケズリ→ハケ→ミガキ

11 1 SI -013 士師器 高杯
2、2(B)、86、89、102、

20.3 [6.4) 4日% F庁、褐色 密 ミガキ ヘラナデ→ミガキ 事彩
103、26M-40ーl

121 SI-013 土師器 高杯
2、29、35，63、師、 88、

19.8 [6.6) 30% 褐色 官 ナデ→ミガキ ハケ→ナデ→ナデ
99、101、105

事52関13 SI -013 土師器 壷 I(A)、2、3，79、88 [13.8) 20% 黄褐色 密 ヘラナデ ヘフケズリ→ナデ→ミガキ

141 SI-013 t師器 壷 2、11、21、62 (18.81 (86) 同% 褐色 密 不明 不明 事彩

151 SI-013 土師器 増
2、2(BI、26、回、明、

06.11 3.4 11.4 7酔6 事褐色 官
ナデ→ミガキ、ハケ→ナデ→

ヘラケズリ『ナデ→ミガキ 赤影
l日目、 101， 102 ミガキ

161 SI -013 上師器 増
2、2(B)、曲、 78、師、

1J.l 3.4 12.5 8加6 事褐色 密 ナデ→ミガキ /、ケ→ヘラケズリ→ミガキ 赤彩
87、88、89、l朗、 105

171 SI-013 土師器 壷 40 3.2 (44) 15% 褐色 粗 ヘフナデ→ミガキ ヘブケズリ 4 ナデ→ミガキ

181 SI -013 上師器 聾 98 3.4 [1.7) 5% 黄褐色 密 へラナデ ヘラケズリ→ナデ

191 SI-013 土師器 雪組 101、102、105 11.8 6.8 14.1 50% 赤褐色 曹 ナデ→へラナデ ヘフケズリ→ヘフナデ 赤彩

201SI-013 土師器 受 68，師、曲、 89、同4 05.11 [14.7) 5日% 黒褐色 密 ハケ→ナデ、ヘフナデ ハケ 極熱

211 SI -013 土師器 費 2、87、問、 92、100 02.11 02.71 25% 掲色 密 ヘラナデ ハケ

221 SI -013 土師器 台付費 86‘師、 99、100、l日4 18.01 [8.0) 岨% 褐色 密 ハケ、ナデ ハケ、ハケ→ナデ

231 SI -013 土師器 費 2、2(BI，3， 33、64、86 (23.11 [14.0) 10% 褐色 密 ミガキ、ヘラナデ ナデ、ハケ

241 SI -013 土師器 聾 86、89、105 18.2 [6.5) 10% 縄色 密 ハケ→ナデ ハケ→ナデ

251 SI -013 土師器 聾 2、2(B)、30、施、 74 1Iι41 [5.5) 10% 褐色 密 ナデ→ハケ ナデ→ハケ

261 SI-013 土師器 琵 3、89 116.01 (47) 10% 褐色 官 ナデ→ヘラナデ ナデ→ヘラナデ

271 SI -013 上師器 聾 2、21BI、10、61、95、97 117.01 [6.8) 10% 赤褐色 密 ヘフナデ ハケ→ヘラナデ

281 SI-013 士師器 壷 2(BI 114.11 (39) 5% 黒褐色 粗 ヘフナデ ナデ、ハケ

29ISI-013 土師器 聾 93 IIJ.OI [3.6) 5% 灰褐色 密 ナデ→ヘラナデ ナデ 櫛状工具によるナデ

301 SI-013 土師器 台付斐 24 6.0 [3.4) 25% 権褐色 密 へラナデ、ハケ ナデ→ハケ 黒蛙

311 SI-013 士師器 台付蛮 37 8.2 [6.6) 30% 褐色 官 へ7ナデ、ハケ ヘブナデ、ハケ→へフナデ

321 SI-013 土師器 台付費 2、3 8.4 [6.7) 10% 燈褐色 密 ヘラナデ、ハケ ヘラナデ→ハケ

331 SI -013 土師器 台付費 師、曲、 103、105 10.3 [6.5) 20% 褐色 密 ヘラケズリ→へフナデ f、ケ→ヘフケズリ→ナデ

341 SI -013 土師器 台付費 67 且3 [5.0) 20% 褐色 密 ハケ→ナデ ハケ→ナデ

351SI-013 土師器 ミニチュア 55 (6.11 13.21 (32) 60% 黄褐色 組 ヘラケズリ→ナデ ヘラケズリ→ナデ

361 SI-013 土師器 ミニチュア 制 7.0 3.2 3且 100% 褐色 密 ヘラナデ ナデ 黒班

371 SI -013 土師器 ミニチュア 71、87 7.2 3.3 4.3 8(隅 褐色 志、 ヘフケズリ→ナデ ヘフケズリ→ナデ 黒班

381 SI-013 土師器 ミニチュア 20 7.4 3.6 4.8 85% 糧褐色 密 ハケ、ヘラナデ ハケ 黒班

391 SI -013 土師器 ミニチュア 23 32 (1.4) 70% 褐色 組 ヘラケズリー・ナデ ヘラナデ

革53図1 SI -014 土師器 器台 112.31 (5.6) 30% 黄褐色 密 ハケ→ナデ ハケ→ミガキ

21 SI-014 土師器 台付壷 2 8.5 8.6 11.6 100% 樟褐色 曹 ヘフナデ、ハケ→ナデ ハケ→ナデ、ミガキ

31 SI-014 土師器 壷 3 (20.01 [4.0) 5% 櫨褐色 密 ナデ ハケ→ナデ

4 1 SI-014 士師器 塾 l、4、5、6 [18.5) 20% 黒縄色 粗 ハケ ハケ 融熱

第54閃l SI -015 土師器 意 2， 17、34、38、42 13.5) [11.5) 30% 黒褐色 密 へラナデ
ハケ→ナデ、へ7ケズリ→ナ

デ

21 SI-015 土師器 翠 10、19、却、 21， 26 115.21 (8.4) 15% 褐色 密 ハケ→ナデ、ヘラナデ ハケ

3 1 SI一日15 土師器 謹 32 118.01 [8.6) 15% 褐色 官 ヘラナテ2 ハケ→ナデ

4 1 SI-015 土師器 墾 9、28 115.21 [11.5) 25% 黒褐色 車、 ハケ、ヘラナデ ハケ→ナデ

5 1 SI -015 土師器 台付費 42 [且5) 5% 黒褐色 密 ハケ ノ、ヶ

61 SI-015 上師器 台付蛮 16 [12.3) 5% 黒褐色 曹 ヘフナデ ハケ

第55図1 SI-016 土師器 器台 26 09.01 [5.6) 25% 褐色 審 ハケ→ナデ ハケ→ナデ→ミガキ 櫨熱

2 1 SI -016 土師器 増 9、27 3.4 (32) 15% 褐色 密 ヘラケズリ→ナデ→ミガキ へ7ケズリ→ナデ→ミガキ

3 1 SI -016 土師器 壷 13、14 3.8 [12.7) 5凹6 褐色 密 へラケズリ→ナデ ヘラケズリ→ナデ→ミガキ

4 1 SI-016 土師器 聾 26、31、沼、 35、37 116.61 (10.5) 10% 撞褐色 審 ハケ→ナデ、ヘラナデ ハケ→ナデ、ハケ

51 SI-016 土師器 聾 I、23 6.2 [16.5) 5日% 黒褐色 審 ヘラケズリ→ナデ ハケ、ヘラケズリ→ナデ

6 1 SI-016 土師器 台付要 2、15、28、29、30 1IJ.41 [25.0) 40% 褐色 昔 ナデ、ハケ→ナデ ハケ 極熱

第56図1 SI -017 土師器 器台 9 18.01 12.4 7.7 90% 赤褐色 官 ミガキ、ヘラケズリ→ナデ ミガキ 被熱

2 1 SI-017 土師器 器台 17 12.0 (62) 30% 赤褐色 官 ナデ→ミガキ、ハケ→ナデ ヘラケズリ→ナデ→ミガキ 赤彩

31 SI-017 土師器 器台 12 [6.2) 15% 黄褐色 密 ナデ→ミガキ、ハケ→ナデ ハケ→ナデ→ミガキ

4 1 SI-017 土師器 器台 3 18.01 [1.6) 15% 赤褐色 密 ナデ ナデ 極熱

事57図1 SI-018 土師器 器台 9 [6.5) 10% 赤褐色 密 ヘラケズリ→ナデ ミガキ 赤彩

2 1 SI-018 上師器 台付翠 l、10 [4.5) 15% 黒褐色 曹 ナデ、ハケ→ヘラナデ ハケ→ミガキ

3 1 SI-018 上師器 整 3、4、12 119.81 [4.7) 5% 黒褐色 密 ハケ ハケ

第58図I SI-019 土師器 高杯 3、28 00.81 (4.3) 5% 掲色 密 ナデ ナデ→ミガキ

21 SI-019 士師器 高杯 3、36 (3.0) 15% 置褐色 密 ナデ→ミガキ ハラケズリ→ナデ→ミガキ 極熱

31 SI-019 土師器 器台 3、35、37 111.41 [7.0) 25% 黄褐色 曹 ナデ、ハケ→ナデ 岬ケズリ→ナデ→ミガキ

4 1 SI← 019 土師器 高杯 1， 4， 6、18，43、58 121.41 (7.0) 30% 糧褐色 密 ミガキ、ハケ→ナデ ミガキ

5 1 SI一日19 t師器 霊 5日 18.41 (33) 20% 黒褐色 密 ヘラナデ ヘラナデ
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事59図I 51-0:却 土師器 器台 196 7.1 (2.5] 40% 黄褐色 密 ヘラナデ ハケ 事彩

21 51-020 土師器 器台 203 (8.4) (2.1] 10% 燈褐色 官 ナデ→ミガキ ハケ→ナデ→ミガキ

3151-020 土師器 器台 加9 12.1 (7.5] 70% 褐色 密 ミガキ、ヘラナデ ミガキ 赤彩

4151-020 土師器 壷 118 12.4 (6.0] 10% 黒褐色 密 ハケ→ナデ→ミガキ ハケ→ナデ→ミガキ 櫨熱

5 1 51-0:却 土師器 壷 12、115，197、198、199 15.0 (6.1] 25% 事褐色 官 ミガキ ミガキ 事彩

6151-020 t師器 壷 212 19.4 (7.3] 20% 赤褐色 密 ナデ ハケ→ミガキ 黒班

7 1 51-020 土師器 壷 76、132 (67] 10% 糧褐色 密 不明 ハケ 赤彩

8151-020 土師器 壷 104 15.4 (22.3] 9日% 褐色 官 ハケ、ヘラケズリ→ナデ ハケ、ハケ→ミガキ 焼成桂底部牢孔

9151-020 土師器 壷 1倒 4.0 [14.0] 80% 茶褐色 曹 ヘフナデ ハケ→ミガキ

10 1 51-020 土師器 室 45 (9.71 [7.6] 40% 褐色 粗 ヘラナデ へ7ケズリ→ナデ

III 51 -020 土師器 壷 52 00.91 [5.7] 25% 褐色 密 ハケ、ヘラナデ ハケ→ヘフナデ

121 51-020 土師器 査 胡 19.7) (3.5] 10% 褐色 曹 ハケ、へフナデ ハケ→ナデ

131 51 -020 土師器 壷 9、210 9.5 3.4 8.0 70% 褐色 密 ミガキ、ヘラナデ ハケ→ナデ→ミガキ 黒班事彩

141 51-020 土師器 琵
4， 5、6、47、53、64、句、

14.0 [11.7] 30% 褐色 曹
ハケ→ナデ、ヘフケズリ→ナ

ナデ、ハケ→ナデ 融熱
74、81、91、95 デ

15 1 51 -020 土師器 費 5、43、44、77 05.31 [12.5] 40% 黒褐色 密 ハケ、ヘラケズリ→ナデ ハケ 世熱

161 51-020 土師器 費 2、3、18、19、25、60、61、62 17.6 [16.7) 40% 褐色 密 ハケ→ナデ→ヘフナデ ハケ→ナデ 被熱

第60関17 51 -020 土師器 斐 79、80、90、93 04.0) 6且 14.0 45% 黒褐色 相 ハケ→ナデ、ヘラナデ ハケ→ナデ 披熱

181 51 -020 土師器 費
6、7、9、II、35、102、120、

24.2 [33.5] 70% 褐色 宮
ハケ→ナデ、へ7ケズリ→へ

ハケ
203、206 ラナデ

4、5、6、8、36、37、38、

19151-020 土師器 台付蛮
47、崎、 50、目、 55、70、

20.0 [28.7] 60% 車褐色 曹 ハケ→ナデ、ヘラナデ ハケ→ナデ 酷熱π、81、郎、 87、問、 94、
95、97、98、99、157

加 51-0初 土師器 台付聾
3、6、呂、 9、37、44、108

06.41 [24.3) 5抑6 褐色 曹 ヘラナデ ハケ
165、2倒、 205、207、208

211 51-020 土師器 台付費
12、113、114、115、192、

13β 7.4 18.0 85% 費褐色 粗 ナデ→へラナデ、ハケ→ナデ
ハケ→ナデ、ハケ→へフケズ

被熱
201 リ→ナデ

221 51 -020 土師器 台付費 87、101 9.9 (9.5] 30% 褐色 密 ヘラナデ、ナデ→ハケ ハケ→ナデ、ハケ 事彩

231 51 -020 土師器 台付霊 6、II
111.01 

[6.1] 5% 褐色 官 ハケ→ヘラナデ ハケ→ヘラケズ']→ナデ

241 51 -020 土師器 台付葱 202 7.2 [47) 10% 鐙褐色 密 ハケ→ナデ ハケ→ナデ

251 51-020 土師器 手控ね 14 (6.11 3.2 2.0 7担6 褐色 粗 ナデ→へフナデ ナデ→へラナデ

革61岡l 51 -021 土師器 器台 II 13.8 [6.7) 50% 赤褐色 竃 ハケ→ナデ ナデ→ミガキ 事彩

2151-021 土師器 器台 12 11.2 [6.2) 50% 掲色 官 ミガキ、ハケ→へフナデ ハケ→ミガキ

3151-021 土師器 高杯 3、4 13.6 (5.7) 35% 樫褐色 審 ハケ→ナデ→ミガキ ハケ→ナデ→ミガキ

41 51-021 土師器 器台 14 [5.4) 10% 樟褐色 密 不明 ヘラケズリ→ミガキ

51 51-021 土師器 器台 2 [4.3) 10% 黄褐色 雷 ナデ ミガキ

61 51-021 土師器 高杯 3、4、15、33、35 119.01 (7.0) 25% 糧褐色 密 ミガキ ミガキ

7 1 51-021 土師器 壷 2、25、26、27 19.2 (8.3) 20% 黄褐色 官 ハケ→ミガキ ハケ→ナデJ、ケ→ミガキ

8151-021 土師器 責 6、30 120.01 (3.3) 10% 樫褐色 昔 ハケ→ナデ ハケ→ナデ 植熱

9151-021 土師器 壷 4、7 111.21 14.61 9.4 20% 事褐色 密 ヘフナデ ハケ→ミガキ 赤彩

101 51 -021 土師器 柑 24、28 10.6 3.0 6.7 95% 糧褐色 密 ミガキ→ナデ、ヘラナデ ミガキ、ヘラケズリ→ナデ 黒班

II 1 51 -021 土師器 壷 18、19 4.0 (56) l日% 褐色 曹 へ7ナデ ヘラケズリ→ナデ→ミガキ 黒班

121 51-021 士師器 聾 22 6.6 (36] 1日% 褐色 官 へ7ケスリ ハケ→ヘラナデ

131 51-021 土師器 聾 29 14.6 4.6 13.1 80% 黄褐色 密 ハケ→ナヂ、ヘラナデ J、ヶ 酷熱

141 51-021 土師器 聾 6、17、24、25 14.8 [15.0] 干日% 褐色 曹 ハケ、ハケ→ヘラケズリ ハケ 極熱

151 51-021 土師器 聾 9 119.11 (7.2] l日% 褐色 粗 ハケ→ヘラナデ ハケ

161 51 -021 土師器 台付聾 10 9.6 (5.3] 30% 褐色 密 ヘラケズリ→ハケ ハケ→ナデ

車62図I 51-022 土師器 器台 28 7.8 (56) 65% 燈褐色 官 ナテヘハケ→ナデ ハケ→ナデ 事彩

2 1 51-022 土師器 壷 24 03.11 (55) 5% 黄褐色 密 へ7ナデ ハケ→ナデ

3151-022 土師器 壷 19、23 07.3) (6.4) 10% 褐色 密 ヘラナデ 不明 事彩

4 1 51-022 土師器 聖 l、3、4、17、18、25 15.6 [12.5) 20% 褐色 密 ハケ ハケ→ナデ 櫨熱

5 1 51-022 土師器 要 29 17.8 (11.6) 45% 褐色 密 ハケ→ナデ、ナデ ハケ→ヘラナデ 植熱

6 1 51-022 土師器 重 14 (56] 5% 褐色 曹 ハケ→ナデ、ナデ ヘフケズリ→ナデ

7 1 51-022 土師器 雪E 20 8.5 (1.5] 5% 褐色 密 ヘラナデ ヘラケズリ

81 51-022 士師器 斐 II 5.8 (2.7] 10% 褐色 密 ナヂ ハケ→ヘフナデ

9151-022 士師器 台付費 I、3、4、20、21、22 9.8 (15.8) 40% 褐色 密
ヘラケズリ→ナデ、ナデ→ハ

へラケズリ→ハケ 極熱
ケ

10151-022 土師器 台付墾 15 7.8 (5.2) 5凹6 褐色 帯 ハケ→ナデ ハケ→ナデ

III 51-022 土師器 台付聾 9 9.7 (67) 2日% 黄褐色 官 ヘフナデ、ヘフケズリ→ハケ ハケ→ナデ

事63図1 51 -023 土師器 器台 57 7.9 10.8 8.0 90% 褐色 官
ナデ→ミガキ、へ7ケズリ→

ヘラケズリ→ハケ→ミガキ 極熱
ハケ→ナデ

2 1 51-023 土師器 器台 58 7.6 10.4 7.0 95% 事褐色 密 ハケ→ナデ→ミガキ ハケ→ナデ→ミガキ

3 1 51-023 I師器 器台 51、26L-65-1 9.0 16.91 60% 樟褐色 密 ミガキ
ナデ→ミガキ、ハケ→ナデ→

ミガキ

4151-023 士師器 高杯 43 116.01 [7.31 35% 赤褐色 密 ナデ、ハケ→ナデ ハケ→ミガキ 櫨熱

51 51-023 土師器 高杯 42 17.0 (7.7) 55% 赤褐色 密 ハケ→ヘラケズリ→ミガキ ハケ→ヘフケズリ→ミガキ

61 51-023 土師器 高杯 44 12β (8.9) 60% 褐色 官 ナデ→ミガキ、ハケ ミガキ、ハケ→ミガキ

7 1 51-023 土師器 高杯 46 07.91 (7.3) 30% 褐色 密 ヘラケズリ→ハケ ミガキ 極熱
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81 51-位3 土師器 高判t 45 13.0 (7.0) 日同 黄褐色 密 ハケ ハケ『ミガキ

9151-偲3 土師器 高停 部 13.0 (5.3) 日踊 黄褐色 密 ナヂ→ミガキ ハケーーヘラケズリ『ミガキ

10 1 51一回3 土師器 葺 47 11.2 (10.6) “同 黒褐色 密 ハケ→ナヂ ハケ→ミガキ 被熱

I11 51ω3 土師器 台付聖 49 〔且3) 10% 黒褐色 密 ヘラナデ ハケ→ナデ

121 51-回3 土師器 聾 31 (14.4) (3.6) 5% 事褐色 密 ヘラナデ ヘラナヂ 被熱

13151-023 土師器 台付聾 48 8.0 (4.2) 相% 賀補色 曹 ヘラナヂ『ハケ ハケ『ヘラナデ

141 51 位3 土師器 台付墾 16 9.0 (5.4) 岨% 灰色 密 ハケ『ナデ ハケ 被熱

串65図1 5D-ω4 土師器 器台 3 (12.5) (7.0) 10% 黄褐色 密 へラケズリ→ナテ' ハケ→ナヂ

215D-∞4 士師器 器台 I 7.2 (2.8) 軍臨 黄褐色 密 ヘラケ';')→ナデ ミガキ

315D∞4 土師器 器台 2 (4.5) 10% 黄褐色 密 ナデ ナデ『ミガキ

415D一四M 土師器 器台 (6.1) 却% 費褐色 密 ヘラケズリ→ハケ ハケ→ミガキ

515D-剖M 土師器 高杯 (1.2) 5% 赤褐色 密 ナデ へラナデ

615D-国M 土師器 高何: (2.7) 5% 赤褐色 密 不明 ミガキ

715D 回M 士師器 高杯 l (4.3) 5% 褐色 曹 ヘラナヂ、ミガキ ハケ、ナテ'

815D-剖l4 土師器 型 l 07.3) (2.9) 5% 黒褐色 密 ヘラナデ ナデ、ハケ

915日目M 土師器 台付聾 3 (10.0) (6.2) 5% 褐色 審 ハケ『へラケズリ ハケ

10 1 5D-副M 土師器 壷 5 (4.8) (4.7) 25% 褐色 密 ナデ へラケズリ→ミガキ 黒班

第64図l 5D-∞l 土師器 器台 l (8.5) (4.6) 耳踊 黄褐色 密 ハケ→ナデ ミガキ

215D-∞1 士師器 器台 l (3.7) 5% 黄褐色 密 ヘラケズリ『ナデ ミガキ

315D∞I 土師器 壷 1 (7.6) J[同 費褐色 密 ヘラナデ ハケ→ミガキ→へラナデ 車彩

415D∞l 土師器 壷 I (10m (3.6) 5% 褐色 密 ヘラナデ ハケ→ケズ')→ナテ'

事砧困l 26M-91 土師器 器台 l 8.1 10.4 10.1 95% 種調色 密 ナデ、ハケー+ナデ
へラケズ')-ナテヘへラケズ

被熱
リ→ハケ→ミガキ

2 1 26L-31 土師器 器台 1 10.0 (5.2) 伺% 黄褐色 曹 ヘラナデ→ミガキ、へラナデ
ヘラケズリ『ハケ4 ミガキ、

ヘラケズ')-ナデ

3 1 26M-45 土師器 器台 l (8.0) (4.7) 35% 黒褐色 密 ヘラナヂ→ナデ ハケーーナデ、ヘラケズリ 被熱

4 126M 岨 土師器 器台 I 且5 (2.3) 却% 黄褐色 密 ナデ→ミガキ ヘラケズリ→ナデ→ミガキ

5 1 26L-95 土師器 器台 l (9.2) (2且〕 10% 黄褐色 曹 ナデ ヘラケズリ→ナヂ

6 1 26L-91 士師器 高杯 l 14.4 (6.7) 岨% 褐色 密 ヘラナデ、ハケ "ラケズリ→ハケ→ミガキ

7 1 26L-83 土師器 高杯 1 16.0 (7.5) 10% 黄褐色 奮 ヘラナデ『ハケ ハケーーナデ

8126M-91 土師器 高杯 l (14.4) (7的 ~地 檀褐色 密 ヘラナヂ ナデ→ミガキ 赤彩

9 I26M-笥 土師器 器台 l (9.8) (4.7) 5% 黄褐色 密 へラケズリーーナデ ナデ

10 1 26L-83 士師器 器台 1 (5.9) 却% 栂褐色 密 ハケ『ナテ' へラケズリ『ナデ

I11 26M -45 土師器 器台 l (6.1) 置胤 事褐色 密 ハケ『ナデ ミガキ 赤彩

12 1 26M-91 土師器 高杯 l (24.0) (7.5) 軍刑 黄褐色 曹 ハケ→ナデ→ミガキ ハケ→ナデ→ミガキ 被熱

131 23J-55 土師器 壷 l (5.4) 富胤 貴褐色 密 ナデ ナデ

141 26M-91 土師器 壷 l 12.0 (6.2) 1(出 褐色 密 ナデ ハケー+ナヂ

26L 
151 83~95 土師器 壷 l (13.6) (4.7) 10% 事褐色 脅 不明 ミガキ、ヘラナヂ 赤彩

1615D-匝描 土師器 壷 l (16.0) (3.2) 5% 黄褐色 密 ナデ ナデ

26M 
171 -52・91 土師器 壷 I (15.2) (5.4) J[脱 ro<褐色 密 ハケ『ミガキ ハケ『ミガキ『ナデ 赤彩

26L-
181 83・95

土師器 壷 l (3.6) 5% 褐色 曹 ヘラナヂ ヘラケズリ→ナヂ、ミガキ

191 23J-55 士師器 壷 l 4.0 [且7) 直臨 檀褐色 密 ヘラナデ ヘラケズリ→ナデ→ミガキ

20 1 26M-45 土師器 蓋 1 (7.4) (3.8) 5% 貴褐色 密 不明 ナデ

21 1 26M-91 土師器 翠 l 9.6 (2.2) 5% 褐色 曹 不明 ヘラナデ

22 52269M1--92 土師器 台付聾 l 18.2 (26.8) 日踊 褐色 密 ハケ、ヘラケズリ→ナデ ハケ、へラケズ')→ナデ 被熱

23 5226・9M1・.92 土師器 聾 I (19.0) (17.5) 2(脱 黄褐色 嘗 ハケ『ナデ→ヘラナテ' ハケ『ナデ 被熱

26M-
241 -52・飽 土師器 費 1 07.2) (7.8) 10% 褐色 密 ヘラケズリーーハケ『ナテ' ハケ『ナデ

251 26L-31 土師器 費 1 04.0) (4.5) J[陥 黒褐色 密 ハケ、ヘラナデ ヘラナデ、ハケ 黒班

26 1 26M-91 土師器 台付聾 1 11.0 〔邑4) 3{胤 貫褐色 密 ヘラナデ『ハケ へラケズリ『ハケ『ナデ

271 25N-71 土師器 台付費 l (5.4) 5% 褐色 密 ヘラナデ ハケ→ナデ

羽 26L-95 土師器 台付聾 l [且.7) 1仰6 褐色 密 ハケ→ヘラナデ ハケ→ナデ 被執

311 26L-54 土師器 甑 l 4.0 (3.0) 10% 黒褐色 密 ヘラナデ へラケズ')→ナテ'

おおL一回 土師器 ミニチュア l (5.5) 3.4 3.8 伺% 褐色 密 ナヂ ナデ 黒班

おおL-83 土師器 ミニチュア 1 (5.0) (3.2) 10% 黄褐色 粗 ハケ→ナデ、ヘラナデ ハケ→ナヂ

341 26L-83 土師器 ミニチュア 1 (7.0) (3.1) 却% 褐色 密 ヘラナテ' ナデ

351 26L-83 士師器 ミニチュア 1 3.4 (3.0) 縦胤 褐色 密 ヘラナデ ハケ『ナデ

361 26L-83 土師器 ミニチュア I 4.0 (2.0) 10% 賀補色 曾 ヘラナデ ハケ→ナデ 黒班

37 1 26L 臼 土師器 ミニチュア 1 3.0 (1.6) 的% 褐色 密 へラナデ ハケ→ナデ 黒班

381 26L-37 土師器 ミニチュア l 3.9 (1.8) 泊施 褐色 奮 へラナデ ハケ

調 26Lー76 土師器 ミニチュ711 4.2 (4.0) 10% 褐色 密 へラナデ ハケ

401 26L-83 土師器 ミニチュア l 主2 (3.2) 耳野6 褐色 粗 ヘラナデ ハケ→ナテ'

41 1 51 -001 土師器 ミニチュア 39 2.6 (1.8) 1.7 70% 黄褐色 密 ナデ ナデ
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第5章奈良・平安時代

第1節 グリッド出土遺物(第67図) '，--一周回1

1は須恵器杯の底部片である。遺存が少なく詳細は不明である。
。 (1/4) 10cm 

第67図 グリッド出土土器

第6章まとめ

第1節 出土土器と集落の変遷

本遺跡からは、縄文時代前期の竪穴住居跡6軒、古墳時代前期の竪穴住居跡20軒のほか、土坑や溝状遺

構などが検出された。市野谷宮尻遺跡の北側に隣接しており、同一の集落となる。ここでは、市野谷宮尻

遺跡を含めた古墳時代集落の動向をまとめてみる。

市野谷宮尻遺跡の報告書のなかで、説明上A~D群に分けたが、西初石五丁目遺跡はこのA群に含まれ

る位置に相当する。市野谷宮尻遺跡では、 A群がI期の中心的な区域として捉えており、本遺跡は市野谷

宮尻遺跡の古い段階の集落が中心となる。本遺跡は、竪穴住居数がそれほど多くなく、しかも土器の変遷

が明確に分類しがたいが、ここでは、あえて古段階と新段階に分けてみたい。

古段階(宮民I期)

竪穴住居:011・013・014・016・018・021・022 合計7軒

宮尻I期とした東海の影響を受けた小型器台、小さな脚部が付く元屋敷系の高杯、台付童及び複合口縁の

壷などで構成される。器台は、器受け部が小さく、裾部が直線的あるいはやや外反気味に開く。ただ、市

野谷宮尻遺跡、でみられた全体の形状が鼓形に近いものや脚部が内湾気味になるものはみられない。この点

からは、古段階は宮尻I期のなかでも、比較的新しい様相といえよう。

この時期の良好な資料には、 SI-011出土土器群があげられる。器台の器受け部は浅い半球形状を呈し、

脚部は比較的短く、外屈する傾向にある。高杯は、元屋敷系の大形の杯部を有するもので、壷は複合口縁

になるものが多い。このなかで注目されるのは、いわゆる「受け口」状口縁を呈する蓋である(第68図)。

このタイプの棄については、比田井氏が詳細に検討し、口縁部や頚部の形状等から A~Eの 5 つに分類し

ている 1)。本遺跡からは数点確認されるが、比田井氏分類のBとDに相当し、刻み等の文様が施されない

ことから、 B2・D2類に属するものと思われる。時期的には、 B類を廻間 I式後半から H式前半併行期と

し、 D類は廻間 I式末から E式初頭併行期としている。宮尻遺跡では、宮尻I期を廻間 I式後半から H期

前半と考えており、受け口状口縁蓋の時期と合致する。

新段階(宮尻E期)

竪穴住居:004~010 ・ 012 ・ 015 ・ 017 ・ 019 ・ 020 ・ 023 合計13軒

古段階の土器と比較してもそれほど大きな変化は伺われないが、器台や高杯の脚部の広がりが大きくな
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語=く B2類 (1-6)
D2類 (7・8)

第68図 「受け口」状口縁

り、裾部の広がりも同様に大きくなる傾向が認められる。楚類も胴部上半に最大径を有するタイプが多く

なり、台付き斐の台部は直線的に高く広がる。この時期には、東海系のS字口縁楚がいくつかみられる。SI

-20の台付き聾は、最大径を胴部上位に有し、 S字口縁部分が形骸化してくる。廻間E式後半から皿式に

かけての資料と思われる。また、古段階にみられた受け口状口縁聾も引き続き認められる。この段階はB2

類のみで、 SI-012の例をみると、口縁部形態は古段階とそれほど変わらない。しかし、胴部の最大径が上

位にある点は新しい様相と思われる。また、 SI-004の同タイプと考えられる聾は、口唇部の立ち上がりが

形骸化しており、やはり新しくなると思われる。

このように、西初石五丁目遺跡は、市野谷宮尻遺跡の 1. II期段階の竪穴住居で構成される。宮尻のA

群に含まれることから、当然の状況と思われるが、皿期以降の住居は認められない。市野谷宮尻遺跡の集

落の変選で、東側に移行するに従い、新しい時期の竪穴住居が多くなる傾向を指摘したが、本遺跡はまさ

に西側端部に位置し、集落形成当初から発展段階の様相を示していよう。この点で注目される遺跡に、市

野谷入台遺跡があげられる。現在整理中のため明確にはできないが、古墳時代前期から中期にかけての集
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落で、市野谷宮尻遺跡から続く同一の集落と考えられる。宮尻遺跡でD群とした竪穴住居群に含まれる位

置にある住居は古墳時代前期であり、空白地域を挟んでさらに東側に中期の集落が展開している。中期の

集落からは、剣形品をはじめ多くの石製模造品が検出され、工房跡と思われる遺構も確認されている。中

期の住居軒数は比較的多いが、後期以降の住居はまったくみられない。この3遺跡で台地上の集落の全体

像を伺うことができ、江戸川側の台地西側から集落が形成され、徐々に東側に広がり、最終的には東側に

拠点、を移しその後台地上から姿を消すようになる。集落開始の契機は、市野谷宮尻遺跡で示したように他

地域からの移植集団による新たな開発があったものと思われる。

第2節 竪穴住居跡出土の素文鏡

本遺跡で検出された遺物のなかで注目されるものに、SI-007竪穴住居跡から出土した小形的製鏡があげ

られる。非常に良好な遺存状況で、ほほ完形である。第13表にあるように、県内における素文鏡の出土遺

跡は本遺跡を含めても 6例と少なく、集落内出土に限ると 4例確認される。美生遺跡群第6地点出土の素

文鏡は、遺構に伴うものではないが、弥生時代から古墳時代にかけての集落は竪穴住居のみで構成されて

おり、集落に伴うものと判断される。地域的にみると、これまでは市原市及び袖ヶ浦市という上総北西部、

東京湾岸に限られていたが、下総からの出土ははじめてである。本遺跡とほかの遺跡の大きな違いはその

第13表千葉県内出土素文鏡

遺跡名 出土遺構 遺構の時期 所 在 地 面径(cm) 備 考

草刈六之台遺跡 823号住居 中期後半 市原市ちはら台南 2.95 

西谷古墳群 18号墳 終末期 市原市加茂字西谷 2.12 

辺国 1号墳 中央施設 目lj期前半 市原市惣社字辺回 2.85 

草刈遺跡 L区37号住居 前期 市原市ちはら台西 2.4 鏡背に赤色顔料付着

美生遺跡群第6地点 遺構外 前期 袖ヶ浦市大字久保田字須田連 2.65 

西初石五丁目遺跡 51 -007住居 前期削半 流山市西初石五丁目 4.1 

市野谷宮尻遺跡 磐田市新豊院山D-2号墳 市原市辺国1号墳

喝~Mjjきぷ

(←  .F汽ーづ

「一一....._j令、ー一一勺
。 (1/1) 4cm 

第69図各地の素文鏡
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面径に表れている。本遺跡例は4cmを超すのに対し、ほかはすべて 3cm以下となっている。これらはいず

れも鏡背面が平坦で、本例のように内区と外区に段差を有するものではない。森岡氏は、「近畿系小形妨

製鏡の二つの方向」のなかで、「布留式期に向けての退化・素文化・衰微の方向であり、やがては弥生期

小形鏡の終熔へと至る。j21としている。 3cm以下の素文鏡はまさにこの流れの終意期に属するものと思わ

れ、西初石五丁目遺跡のような例はその前段階に位置するのであろう。県外に類例を求めてみると、静岡

県磐田市新豊院山D2号墳の主体部から三角縁吾作銘四神四獣鏡とともに素文鏡が1点出土している。法量

は本遺跡例と同様で、やはり内区と外区の境に段があり、内区にわずかにもりあがった文様状表現の残存

がみられるとされる。報文では、この鏡が出土した2号墳は、前期中葉に築造されたものと考えられてお

り、西初石五丁目遺跡の鏡は、ほほ同様の時期かやや新しくなるかもしれない。辺田 1号墳の報告で、木

封氏は、新豊院山D2号墳の素文鏡は、辺田1号墳より先行する可能性が高いとしている 31。西初石五丁目

遺跡例が新豊院山D2号墳の鏡ときわめて類似している状況から、辺国 I号墳よりも先行する鏡と考えられ

る。辺田1号墳の築造時期は、 4世紀第1四半期前半代、土器型式では布留 I式併行期、廻間E式2段階

から 3段階に相当するものとしている。市野谷宮尻遺跡では、布留 I式併行期を宮尻E期と想定しており、

西初石五丁目遺跡出土の鏡は、宮尻E期に対応するものと思われる。この時期については、先述した出土

土器や集落の変遷と合致するものである。

この鏡については、出土竪穴住居の様相から廃棄状況を伺うことができる。覆土上層出土という状況か

らみると、本住居の廃絶時に遺存していたものではないと考えられる。さらに詳しくみると、床面や壁は

火を受けておらず、覆土中層に焼土の堆積がみられる。この点からは、竪穴住居廃絶後の窪みを利用して

焼土等の投棄が行われ、さらに鏡や手担ね土器などを一括して廃棄したことが想定される。すなわち、祭

紀行為に伴って使用された鏡や手担ね土器の廃棄場所として捉えることができょう。

古墳時代前期の小形佑製鏡が集落に伴って出土する点については、これまでもいくつか研究がなされて

いる。弥生時代の銅鐸や銅矛などを使った「地的宗儀」から、銅鏡を用いた古墳時代の「天的宗儀jへと

変化していくことが論じられ、古墳時代的宗儀は、畿内から東海、関東へと広がっていったことも指摘さ

れているヘ

市野谷宮尻遺跡では、宮尻E期の段階に屋内祭記や屋外祭記が行われていたことを想定したが、鏡を出

土したSIー007の周辺にある竪穴住居跡からは、手提ね土器やミニチュア土器が出土している。特にSI-005 

からは土製の勾玉が検出されており、鏡や勾玉を用いた祭記が付近で行われていたことが想定される。ま

た、市野谷宮尻遺跡を含む本集落は、宮尻 I期の段階に他地域からの移植集団によって開発された可能性

が高いことを呈示した。その集団は、宮尻遺跡、出土の墨書土器の検討から、伊勢湾周辺を拠点としていた

と想定され、鏡を用いた祭杷が東海から関東へと広がっていくことと関連して注目される。

註1 比回井克人 2004 1"受け口状口縁童の出自Jr古墳出現期の土器交流とその原理』 雄山閣
2 森岡秀人 1989 I銅鏡Jr季刊考古学』第27号雄山閣
3 木封和紀 2004 I辺田 1号墳の位置づけJr市原市辺国古墳群・御林跡遺跡J市原市教育委員会
4 鈴木敏弘 2007 I土鐸から土鏡の祭記へー集落の祭りと祭記同盟Jr原始・古代日本の祭杷』 同成社
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第3・4集中地点、単独出土石器
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竪穴住居跡出土縄文土器(1)
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竪穴住居跡出土純文土器(2 )、グリッド出土縄文土器(1)
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024 (2) 

025 (l) 

竪穴住居跡日i仁純文土器 (4) 
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竪穴住居跡出土縄文土器(5) 
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竪穴住居跡出 t縄文土器 (6 ) 
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竪穴住居跡出土縄文土器 (7) 
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027 

竪穴住居跡出土縄文土器(8 )、グリッド出土縄文土器 (2) 



図版22

グリッド出土縄文土器(3 ) 



図版23

グリ ッド出土純文土器 (4) 



図版24

t 
濁匹占
雫曹

グリッド出土縄文土器 (5 ) 



図版25

竪穴住居跡

グリ ッド出土縄文土器 (6 )、縄文時代石器(1)
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ふりがな ながれやましんしがいちちくまいぞうぶんかざいちょうさほうこくしょ

書 名 流山新市街地地区埋蔵文化財調査報告書

副 書 名 西初石五丁目遺跡

巻 次 2 

シリーズ名 財団法人 千葉県教育振興財団調査報告

シリーズ番号 第596集

編著者名 栗田則久木島桂子

編集機関 財団法人千葉県教育振興財団 文化財センター

所 在 地 干284-0003 千葉県四街道市鹿渡809番地の2 TEL 043 -424 -4848 

発行年月日 西暦2008年2月29日

所ふ収り遺が跡名 所ふり在が 地 コ 一 ド 調査面積

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間

m 
調査原因

にしはついしごちょうめ 止流がれや山ま市しに西し初はつ石いし
西初石五丁目 12220 045 35度 139度 20001101- 19，600rri 土地区画整理
いせき ごちょうめ 52分 55分 20051221 事業に伴う埋遺跡 五丁目59-1

15秒 19秒 蔵文化財調査
ほか

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

西初石五丁目 包蔵地 旧石器時代 石器集中地点4か所 石器 古墳時代前期のみの
遺跡 集落で、小形佑製鏡

集落跡 縄文時代 竪穴住居跡6軒、陥 縄文土器、石器 を伴う祭記が行われ
穴1基 ていたことが注目さ

れる。
古墳時代 古墳時代前期住居跡 土師器、小形佑製鏡、

20軒、土坑8基 石製模造品
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